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1.将来像 ―

戦略1-1 若者の県内定村、地域で活田する人材の育成を図る

■県ぬ企業において、働きやすしヽ職場づくりが進み、若者ん(県内で就職・定着し、活躍している。
■県内建設業の魅力が認知され、地域の會り手となる県内建設業の就労者が確保されている。
■員内の大学、企業等及び行政の連携強化により、地1或に目を晦けた優秀な人材が育成され、県内
で就職 。定香し、活燿している。

■魅力ある、特色ある大学として県立大学が認矢8され、県ぬ外から選ばれる大学へ進化している。
■鍔女が1性尾じに関わりなく個性と能力を十分に発揮できる社会となっている。
■将来直l血する様寂な課題に柔軟かつたくましく対応することができる子どもが育ってしヽる。
■様ノマな分野に就職した人が、就職後も技術力や知識等を向上させ、キャリアアップしている。
■農林水産業が県内外の若者から選ばれる、良質な就業の場となっており、地域で支えあいなが
ら、夕夕様な人材が活躍できる体制が整っている。

■農林水産業の成長産業化に必要な経営感覚に優れ、新しい技術を活用できる人材が育成され、確
保されている。

■医療・介護・福祉サービスの切れ目のない提供体制を支える質の高い人本オが継続的に育成され、
確保されているc

■優秀な外国人材が、県内で安,出して就労や生遇できる環境が墓文い、定着し、産業や地生或が活性化
している。

■繹康づくりや食育の推進、スポーッを遅した健康増達等により、県民の健康寿命が延び、生涯現
役ネ立会となっている。                  イ

■運動に慣れ茉見しみ、望ましい生活習慣を身に付けた子どもが育っている。

■県民がいつでもどこでも学ぶ環境が整うとともに積極的に地域社会|こ参力aしている。

こェ墾換≧隆偉の潮流
■替年層を中lと〕`lと した生産年齢人□が県外に流出

■l動きやすい良寧な雇用環境の実現に向けて、ワーク・ライフ・パランスなど職場環境改善の嚇

要性の高まり

■ IT人材不足の深亥」イ色
■生産年齢人□が減少し、労l動力人□も減少すると見込まれる中、女性や高齢者を含む全ての世

代の活罐が必要

■高齢化等による農本本漁業者の減少、地1或遷力の低下

■建設業就労者の高齢化及び担い手不足

■超高齢社会を迎え、医療 e介護・橿祉サービスの需要の拡大と人材不足
■在留費格「特定技能」が新設され、外国人材の受入が拡大

の

2口 背景
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山企業の情報発信、処遇改善、ワーク・ライフ・バランスの推進等、採用力の3全イL

山県立大学のさらなる魅々向■と1也域に嘉輯できる人材育成の強化

■性別による固定的役害」分担意識の解消
|

■崖林水産業の新規就農・就業者の更なる確保及び定着を駆る受入態勢の強化

■医療・介護・福祉サービスの提供体制を支える人材あ育成と確保、医師の地域偏在の解
消

日外国人の受入、県内就職促進展び地頭住民の相互理解促進

■県民が生涯を通じて元気に過ごせるたりの、健康寿命の延伸に向
けた取組の推進

③活かすミき本県の強み、チヤシス、ポテンシヤル

■企業から評価されている高校生・大学生などの人材と、その人材を目的と
した IT関連企業等

の県内進出

■県立大学の特色ある学科の存葎 (全国初の情報セキユリテイ学科、九州初の経営学部)

口多くの漁業者が様寂な無種を、様々な漁業種類で漁獲しており、操業の
夕夕角イしや新規漁業者の

受入れが可能                                '
■新規就農相談センターによる情報発偏、就震相談、技術研修等のワンストップで支援

する体制

と産地における新規就農希雫者の受入態勢を構築

■農業サービス事業体による外国人等労力支援体制の確立            .

山留学生の誘致に関して、アジアとの近接性という地理的優位性や反好交流関係にあ
る国とのつ

ながりが活かせる

山海や山の美しく豊かな自然に恵まれており1海洋スポ
iツやトレッキング・山登りなどのスポ

ーツに親しみやすい環境を有していること

④蔀計顧の主な成果

■総合就業烹援ヤンター登録者の就職率 (H26:54%→日30:75.9%)

■ヮーク・ライフ・バランスに取り組んでいる企業の割合 (H26:60.6%→日SO:75.3%)

■県立大学におけ0「セキユリテイ凛蓄室」の整備 (H28)と全国初の情報セキユリテイ学
科に

おける人材育成

■新規漁業就業者数の増加 (H26年度 1136人 → Rl年度 :187人 )

■新規自当就農著・新規雇用就業者の増加 (H26:297名→日30:559名 )
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0取組の概要

・県内就職に対する県民の意識醸成を図る

ほズ〕`、県内企業と連携し、l動きやすい職場

づくりや情報発信に努めるなど、若者の
県内就職・定着に取り組みます。

●めざす姿

・県内全業において、働きやすい職場づくりが

進み、若者が県ぬで就職・定着し、活燿して

いる。

・県内建設業の魅力が認知され、地域の會り手

となる県内建設業の就労者が確保されてい

る。

事業群1 県民の県内就贈への意識醸成
・県民の県内就職への意識醸成を凹るため、県内就職キャンペーンを実施

事業群2 高校生の県内就職の促造・ 支援
・キャリフサポートスタッフ等によるきめ細やかな就野載支援など、高校生の県内就職を促進
・長臆県の暮らしやすさや県内企業の魅力発信など、若者の県ぬ定替に対する理解を促進
・高校と業界団体等との意見交換など、県内就職に関する相互の意思疎通を促進  ｀

事業群3 雇用環境の向上
・キヤリアパス導入や処遇改善の働きかけなど、県内企業の採用力向上の支援及び情報の発信
・誰もが働きやすい職場づくら実践企業認証制度 (8儘称ヽ :Nぴか)の取得促進
・労拶管理担当者を錘成する研修など、企業が行う雇用環境改善取組を支援
・テレワークなど感染症拡大鋳止に対応できる労働環境の推進

事業群4 建設業における担い手の確保
,県内建設業の魅力発信、求職者へのアピール支援
・建設業における就労環境の改善

・建設業における女性活躍の推進

・建設業におけるリモート化の推進
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●めざす姿

・県内の大学、企業等及び行政の連携強化によ

り、地域に自を向けた優秀な人材が育成され、

県内で就職・定着ψ、活躍している。  :
・魅力ある、特色ある大学として県立大学が認

矢□され、県内外から選ばれる大学へ進化して

いる。ト

●取組の概要        :
!県内大学や県内企業と連携し、企業を車え

る人材育成や若者の県内定着に取り組む

とともに、県外大学等進学者のUターン

就珊支援を強化します。併せて、魅力あ

る。選ばれる県立大学づくりに取り組み

ます。

李業群編 県ぬ大等生∽異的就騒の健逸・支援
▼若者の県内定着に関する連塘協定の締結など、県内大学等との連携を促進

・企業と学生の二‐ズを踏まえたインターンンツプを促進    |        !
。「Nなび」等の媒体を活用した県内企業の魅力発信など、若者の県内定着に対する理解を促進

・学生と県内企業の交流強化

・奨学金返済の支援                           「

事業糠2 嬢外大学生のじターン就職のl足進1支援    i
。「ながささUIターン就職支援センター」を拠点とした県外大学等進学者Uターン就職の促進

事鋒群3 魅力あるや選憲まれる黛立本讐づくの
・県立大学の特色・強みの強化

・地域に根ざした実践的な教育の実施

・教育環境の整備・充実
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●取組の概要

・女性の活躍に向けた気運醸成に取り組む

とともに、男女が共に、仕事と子育て、介

護等が両立しやすく、職場。家庭・地頭の

中で活躍できる取組を推進します心

●めざす婆

・男女が性別に関わりなく個性と能力を十
ノ
フコにヽ

発揮できる社会となつている。    ヽ

事業群篭 疹らゆる鈴野 fこおfサる勇安共同参画の推進 !

・男女異同参画に関する広報啓発やll青報提供、相談、研修会の実施

・男性の家事・育児等への参画促進に向けた意識醸成

二男性の育児体業取得等に対する職場や地頭の理解促進

事業群2 家控が麗躍できる場の拡大と男支がとも|こ向きやすしヽ環境づくり
。関係団体等と揮携した、企業経営者等の意識改革や女性の採用・管理職登用等に向けた取組をl足進

・管理職等への登用に向けた女性人材の育成研修の実施

・中高生。大学生等に向けて、ダイバーシティ意識の醸成や理工系
ノ刀ヽ野等への幅広しヽ進路選択につな

がる取組を推進          ッ
・長崎ガ働局等の関係機関と連携し、県内企業に向けた女性活躍推進法に基づくi般事業主行動計画
の策定支援等の実施と優良企業の認定 (日各称 :えるぼし認定)の取得促進
・介護P福祉施設等における参入促進・勤務環境改善に向けた介護山ボウト・ IcT等あ導入l足進

事業群3 女性のライフステージ筵魅じ燈率拳拶ゾ形成支援
。
l動きたい女性のために「ウーマンズジョブほっとステーション」において個別相談や各

種セミす■等の就業支援の実施 .

・ライフステージに応した、学び直し (リカレント)の機会提供
・起業したい女性の意思を汲み取り、起業支援に専門機関と連携して、創業から事業継続にかかる支

援を実施              k,
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●めざす姿          |
・将来直面する様々な課題に柔軟かつたくまし

く対応することができる子どもが育つてい

る。

・様々な分野に就職した人が、就職後も技術カ

や矢□識等を向上させヽ キャリ7アップしてい

る

●取組の概要

・子どもたちの成長に廟したキヤリア教育

や職業体験学習に取り組み、本県の産業

を支える人材を育成します。また、産学宮

の連携による専門人材の育成を図るとと

もに、プロフエツショナル本材など
夕夕様

な人本オの確保を促連します。

事業群報 企業密支ゑる人拶育盛
:新たな基幹産業分野等における専門人材育成

・多くあ新規高卒者が入校している高等技術専門校の普通課程修了生の県内就職促進

・産学會が連携した人材育成の推進           ヽ
,技術者・技能者の教育訓擦システムヘの支援

奉業群2 多様な人材罐保
。人材活躍支援センターを設置して若年者等と県内の中

′」ヽ企業等とのマ)チングの強化により、県内

● 企業の人材確保を後押し

・企業のキヤリアパス導入支援

Ⅲ就職氷河効世代のキャリアアツプ、就業支援

、・
!プ由フェッシヨナル人材の活用促逢

事業群 3 キや膠ア教薄の推進
・児童生徒の発達段階に応じに「夢・

〕
F里れ・百」を育む教育の推進

・インタエンシップ活動等の体験的な学習活動の充実

。地域の課題を解決する職業体験学習等により地域を担おうとする人材を育む教育を推進

,大学卒業後の県内定巻を支援するために進学希望者の多い普通科高校において県内企業
説明会

: を実施      .
・県内企業や心ヽるさと教育に対する教員の理解の深化
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●取組の概要

・儲かる姿や労働環境の改善等、農林水産業

の魅力や就業に関する1着報発信を3強化

し、県内外がらの人材の受入態勢の充実
に取り組み、地域を担う多様な人材を確

保・育成します。

●めざす姿

・震林水産業が県内外の若者から選ばれる、良

質な就業の場となっており、地生致で支えあしヽ

ながら、多様な人材が活躍できる体制が整っ

ている。

・震林水産業の成長産業化にあ要な経営感覚に

優れ、新しい技術を活用できる人材が育成さ

れ、確保されている。

事業群 1 新規就農・ 就業者の増大
・就震・就業希望者を地域に呼び込む組織的な取組の推進
・農林業の実践力・経事力を育む研修教育の実施

事業群字 価鳥J経建体の経羞力強1と
C農林業経営者が安定して事業継続できる経営力の強化
・外国人等多様な人材の活用にょる労力確保対策の推進

・蕎年農業者や女性農業者等の資質向上蕉ネットワーク3強化

事業群 3 漁業の魅力や就業構報の発信と受入体制の強イと
・水産業の魅力などを伝える授業や体験学習の実施

・漁港における陸揚げ作業等の省力化、軽労化

・安全操業と灌難防止

・小中学の生徒と保護者等を対象とした学碧会の開催など新たなアプローチ

・就業相談から技術習得、定香安定まで段階に応した切れ目ない支援

・高齢漁業者の技術を洒用した就労改善
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●めざす姿

・医療・介護・福祉サービ女の切れ目のない提

供体制を支える質の高い人材が継続的嘱育成

され、確保されている。

0取組の概要
。人□構造の変化により医療や介護を町要

とする人が増加する申、誰もが安,いして

生活できる地馘社会を構築するために、

医接・介護:福祉サ′ビスの提供体制を支

える、質の高い人材の育成`確保|こ取り組

みます。

事業群 輻 医療人秘溶脅鰈 罐保 、
・虞師の地域偏在の解消及び専門医の確保

・医師不足病院の医師確保皮び県内定着の支援

・香護職員の確保及び県内定者の支援

夢業群 2 介護・ 福率止入材の育成・ 確保             ―

と介護職員の確保及び県内定者の車壕
.`若
い世代に対する介護に関する普及啓発 (基礎講座、職場体験等)

・介護未経験者に対する基礎的な講座や職場体験による介護人材
の確保

e介護職員の賃金等の処湛改善にかつる社会保険労務士等の専門家派違による支援

・超高齢社会を迎えた離島地頭をモデルとした、施策の集中投下によゃ長
寿施茶の将来ビジヨン

の提示

33

-51T



●取組の概要

・関係機関との連携により、本県産業の担し`

手として期待される優秀な外国本材 (県

内留学生を含む)の確保に取り組むとと
も暉、外国本材が窯サbして就ガ・生活でき
る受入環境の整備を推進します。

●めざす姿

・優禿な外国人材が、県内で安心して就労や生

活できる環境が整い、定着し、産業や地域が

活性化している。

事業群報 タト園恭材の進域fこ総tする沿達
・受入促進セミナー等の開催や外国人材受入促進の仕組み構築     |
。本県と反好交流関係にぁる国 (1也朝)の公的機関等 (大学等)との関係を構築し、現地での合同説
明会をFォヨ催する等、外国人材と介護事業所とのマッチングを支援
・外国人介護人材受入機本蒼 (イ反称)を設立し、介護事業所ズ〕`らの受入本国訟対応や受入外国人に対する
研修等、外国人受入環境の整備を実施:   ｀

・関係機関と連携した留学生の県内就職支援

・市町等と連携した多文化其生の推進

・特定技能や技能実習制度を活用した水産業への外国人材の受入れ推進
・農業分野における特定技能外国人材の活用
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●めざす姿

・健康づくりや食育の推進、スポーツを渾した

健康増進善|こより(県民の健康看命が延び、

生涯現役社会となつていると

。運動 |と慣れ親しみ、望ましい生活習慣を身に

付けた子どもが育つている。

・県民がいつでもどこでも学ぶ環境が整うとと

もに積極的に地功社会に参加している。

0取組の概要        _
・高齢者の社会参加やl動き盛り世岱の健康

づくりの促進、学校体育の充実、地域スポ

ーツの活性化等によりt県民が生涯を運

じて活躍できる環境整備と生涯学習の雑

進|と取り組みます。

事業群篭 商齢者∞元気で生きがじ`のおる暮らじ也社会参期の健進
・高齢者が気軽に相談できる窓□を設置し、経験やライフスタイルに応じた相談支援を実施

・ボランテイア活動等で活躍する高齢者の表彰や生活支援等の有償ボランテイクの推進|

1請町を中lと`コヽに、関係団体とめやッチングにより高齢者を社会参加につなげる仕組みづくり

事業群2 健康長奢鐵策の推進
どメタボリックシンドロ=ム (内臓B旨肪症候群)に着目した特定健診

の受診者を増やす取組

・健康的な生活習慣 (食生活など)の確立及び個人の健康づくりを支える外食環境等の改善

・かんの早期発見。早期治療のためのが々検診の促進           i :
。むし歯や歯向病予防を地域で担う人材の育成や子どものフッ化物洗□などの促進

・、働さ盛り世代の健康づくりを促進するための事業所における健康経営の推進

・県民運動の展F,千日による県民が健康づくりに取り組みやすい環境づくり

・健康・省エネ住宅の促進

・県立都市′ム`園における健康遊具の設置

事業群途 輿育翰推進           :
'・ 食にF美ヨする体験活動の推進と情報提供の奔実

・市町や食育団体等と連携し、:各地けでの食育の取組活動を支援

夢業群4 子選もための体めの建止と学校体育の推進
・各学校が作成した体力向上アクシヨンプランの実施による子どもたうの体力向上推進

・教員の指導力向上による発達段階に応した体育・保健体育の授業の充実

・生徒の発達段8'白
ヒに応じた適切な運動部活動の実施ト
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夢業群5 写どもの撃ま畝′再生遷選慣の定蕃筵ぬfサた学校・家庭・勘域が連携した健康教育の
推進

・家庭や地域との連携による学校保健委員会を核とした現代的な健康課題対応の充実   :
・生きた教本オである安全安,bな学校給食を活用し、食に関する指導や地産地消を推進
。将来の生活習1贋病ラ防に向けた、がん教育等の推進やむし歯を減少させる取組の継続

事業群 6 スポーッとこ親彰翰る環境づくの筵よる幾域スポーツ録灌桂亀
・総合型地域スポーックラブの育成支援

・関係団体との連携によるスポーツイベントの開催、スポニッ ,レクリエーシヨン活動の普及・定着

化

・健康長寿対策事業と連携した総合型地域スポーックラブの活角

・スポーツに親しめる環境を作り。支え・継続していくための人本オ育成支援

事業壽7 豊か懸人生後支える期震の挙雷環境の整篤
・「ながさき県民大学」の充実など県民のエーズに対応した生涯学習環境の整備 ィ
・市町立図書館の支援、県民の課題解決支援サニビスの実施、視覚I章害者等のための読書環境の整備

など県立図書館の機能充実

・夜間申学の設置に向けた検討

事業麟8 と
'趨
期の見気づ亙響の雄鶴の社会袈鳶の発実 。遷惟ぞ監

・公民館を核とした心Ⅲるさとの絆づくりを目指す活動の推進

・多世代。多分野で協働するプログラムを通した社会教育関係者の育成
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1.将来像

2.背景

口移住者が増加し、地功や産業め担い手となつて、地域全体を下支えしている。

口関イネ人□が増加し、地戦と都市部の継続した交流により、地域が活性化している。

○現状と時代の潮流

            ミリ、本県は全国に先んじて人□減少が進み、地ヨ■若年層の転出超過や少子高齢化等の導行にd
iや
産業の担い手不足により地域活力が低下                    、

■遇疎地域等では地頭住野の生活峰不可欠な生洒サ
エビスの維持・確保づ困難、また、人□減少

により空さ家が増加

■都市部での田自回ll語の流れの高まり

■市町と一体となつた移住推進体制の整炉や、SNS馨による情報発信の充実等により、移住者

は増加しており、特に福岡等を中,いにU夕‐ン者が増加傾向 f

■移住コンシエルジュも含めて移住促進に協力する個人・団体の増加

口都市部企業を中,blこ、テレワークなどの多本叢なl動き方
へめ変化や若畜による起業意識の高まり

■都市部と地域との継続的な関係↑蒼築を達め、地域のフタンになることで将来の移仁
に結び付け

る動き

②今後の課題

                )さ らなる移住促進のための(本目談 ,支好体Ⅲ」の充由地域や産業の担い手確保につながる本県へσ

実、特にUターンんヾ増えていゃこ生を饗えi就業支援の強化や、県外相談体制の帝実

■地域の魅力や子育て情報など、移住者ネ見点t― 女性視点による情報や、企業情報・求人情報等、

ulターシ月」などの夕ニゲツトに応した効果白旬声ょ
ll青幸限発信の3会化|         ‐

■空き家の活用や短期滞在者向け住宅の整備など、住まいの確保対策の強化

■地域全体で移住・定住を烹える環境づくりによる地域への定香促進

■東京匿lからめ移住支俵や起業支援、地域いこじ協力隊など、国の制度や財源の有効澪用

“

都市部住民等が特窯の地域と継続白gE多様な形で関わる「関係人甲」の創出・必大

③活かすべき本暴の強み、チヤンス、ポテンシヤル     .
■全国有数の暮らしやすさ                 ′
■離島や半島など変化に富んだ泰しく豊かな自然、多様な歴史・文化

日本県の末来を本きく変える新たなまちづくりの追求や新しい成長摩業の芽

④前計画の主な虜異

■ UIターン者数の増加 (H26 140人二Rl:1,479人 )
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●取組の概要

・∪|ターン促進に向けた相談・支援体制の

充実や効果色色な情報発信、産業大材の視

点も踏まえた支援体制の充実を図ること

で、本県へのさらなる移住・定着をl足進し

ます。

●めざす姿

・移住香が増力Bし、地域や産業の担しヽ子となつ

て、地域全体を下支えしている。

事業群 1 さらなる移住促達のための相談・支援体制の充実
・市町と協l動で輝営する「ながさき移住サポートセンターどの機能強化
・移住本目談会や「ながさき移住倶楽部」あ充実
・住宅支援員等による移住希望者の「住まい」の確保に向けた支援
・移住相談会の充実 (オンラインによる本国談会の開催など)
・産業人材確保の視点も踏まえた相談体布」の連携強化
・県外相談窓□等の充実 '

事業群2 効果的な情報発信
・ UIターン尾じなど、ターゲットに応じた効果的な情報発信
・「ながさき移住倶楽部この充実
e帰省時期等にお|するll晴報発信の強化

・地域の先輩移住者等生の協働による地域の魅力等の1青報発信の強化
。子育て関係情報など女性視点による騰報発信の強化

・産業人材確保に向けた企業騰報・改人l旨報などの情報発信の3全化

事業群8 地域の維持・活性化及び産業大材確保に向けた人材誘致の促遠
。県市田J合周での広報等による地域おこし協力隊の募集
・県内の地域おこし協力隊員の研修。交流会、アドバィザー派遣等による汚動支援
。大都市圏からの移住者確保にもつながる、地域での起業、雇用拡充に東ごする支援
。地甲おこし協力隊や移住者などの様々なネットワークの構築
。地域の担い手や産業人材の確保に向けた市町等と一体となつた取組強化

`県全体で移住を推進し地域への定着を支える環境づくり
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0めざす姿          |
・関係入□が増加し、地域と都市音Iの継続した

交流により、地功が活性化しているЬ

●取組の概要

・都市部住民や企業等との交流機会の倉」出

と交流促進により、市町こ連携しながら

関係入□の創出・拡大に取り組みます。

事弊群珂 なが溢きこの関わりづくりと鑢域課題解決等の仕総みづくり
と長崎フアンの獲得のための情報発信

・ファンづくりに向けた様′マな分野でのきつかけづくりの開催

・文化・芸術、スポーツ、農林水産等幅広い分野での都市部住民等との交流、地頭活性化

`都市部人材
のl動き方の変1ヒに対応したテレワークなどの新たな視点での「しごと」づくり

。新型コロすウイルス感染症拡大を契機として、都市きi企業等めテレワーク導入の拡大を踏ま
えた県

内の受入環境の整備l足進、県内へのワーケ
とシヨン等の誘致

・移住推進と一体となつを関係人口を呼び込む仕組みづくり

・都市部住震 `企業等による地頭課題の解決、マッチング
のための仕組みづくり

。県内市町による関係人□倉」出取組の支援 :県内市町の取組
,情報の共有       ‐
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戦略1-3 長崎県の未来を担う子とも、郷上を憂する人を育てる

■県民が希望どおりに結婚、姪娠・出産し、安心して子育てができる社会となつている。
■ふるさとへの愛音と誇りを持ち、周囲と協l動して地上或課題を創造的に解決していくための実践カ

を備えた子どもが育っている。

■いのちを重んじ、豊かな心を持ったたくましい子どもが育つている。

■子どもたちの心を育てるための大入自身のあり方の見直しが進み、子どもたちを地域で會り育て

る力が高まっている。

■ラ測困難な時1式を生き,友く子どもたちが、社会の変化に主体的に関わり、豊かな倉」造性を働かせな
がら、社会の形成に参画するために惑要な資質・能力を身に付けている。

■我が国の言語や伝統・度化などを正しく理解し誇りに思うとともに、国際関係や異文化を理解し、
国際交流を図るためのコミュニケーションカや国際社会を生き扱く力を持った子どもが育つてい

る。

■主造域の絆を深める地i或教育ぬ・家庭教育力が向上し、子どもの居場所や安心して健やかに育つ環境
が整つている。

■学校、家庭、地域の連携・協働する活動が広がり、ふるさとで子どもが健やかに育つことを実感で

きる環境が整つている。

導.l現途藝睦鬱 透逮

■本県の出生数十E夫集 1次ベビープームの昭奉024年には6万人を超えていたア〕ヾ、平成30年には
10, 135人とピーク8きの約6分の 1にまで減少                  |
コ末婚者の多くが結婚を望んでいるにも関わらす、未婚化・ 8免婚化が進み、さらにまた、夫婦が

実際に持つ子どもの数も、理想を下国つている

■女性の社会進出などに伴い共働きが増加し、保育ニーズが高まるなど、社会全体で子どもを育
てる環境整備が急務となっている

■インターネット・電子メデイアの急速な進展による、インタ‐ネット利用のl氏年齢化及びゲー

ム依存傾向にある子どもの増加、子どもが犯罪やトラブルに遭う事例の増加

■少〒化の進行による児童 。生徒数の減少

■予測困難な未来社会に求められる「資質・能力」を子ども|こ身に付けさせる財要'隆の高まり
■激甚化する自然災害等に伴う学校の安全・安心に対する意識の高まり

■社会環境が大きく変容し、

『

どもが抱える課題が複雑1也する中で、学校と家庭や地域が連携し

た子どもの育成に係る取組の修要性の高まり

40
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②今後の課題

四社会全体で結婚や子育てを応援すゃ機運畔成と
当事者や関係者の意識改革      

｀

■結婚ヾ妊娠・出産〔子育ての希望を実堺できる環境整備 :

■子どものインターネット・電子メディアの適切な利用など、子
ともを目又り巻く環境対策の強化

■児童・生徒数の減少による学校の小規模イヒ等への対応                :

■社会を主体的・創造的・協l動的|こ生きていくための「確かな学力」
の向上

ログローバル化に対応した英語にふるコミュニケーション能力の向上

■学校施設の老朽イしやバリアフリ
ニ化への対応         ―      ―

■学校と家庭や地功等がよリー層連携することによる子どもの健全育
成

ル

山他県に比して有配偶出生率が高く、:特に第3子以上で顕著である

■桂数の異国文化が交わる歴史や係統を活用した心ヽるさと教育
の充実

山「長崎つ子の,いを見つめる教育週間」の公立学校
における全県的な取組

■子どもたちのlと`コヽの根つ写を育てるために大人のあり方を見直す県民運動
として「ココロねつこ

運動」を長年推進しており、県民総ぐるみの子育て支援の基盤がめる

■合計特殊出生率 (H26年 11.66→日30年 :1.68)

■ココロねつこ運動取組件数 (H26年度 :11,262件
→H30年度 :13,?11件 )

■県立学校における学校施設の保全不炉による事故発生件
半数 (O件を維持)
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0取組の概要
。きめ細かな結婚支援、妊産婦や新生児の医

療体制の充案、保育の担い手確保、持続可

能な其l動きの環境整備など、結婚から子

育てまでの切れ目ない支援を行うととも

に、社会全体で結婚、妊娠・出産、子育て

を応援する機澤醸成守図ります。

●めざす姿              :
・県民が希望どおりに結婚、姪娠・出産し、安
サbして子育てができる社会となっている。

事業群 1 結婚、妊娠・ 出産、子育て 1こ関する意識醸成と社会全体の機運譲成
・子育てを応援する企業・店舗の登録を通じて社会全体で子育てを支援する機運の醸成
・民F日尋団体等との連携による子育てを応援するl着報発信
,企業・団体等11よる「ながさき結婚・子育て応援宣言」を軸としたキャンペーンあ推進
。企業や大学等を通した妊娠・出産・不妊に関する正しい矢ll識の普及啓尭
。独ョ畜及ぴ親世代における、硯代の結婚事l青に関する周矢□啓発と意識醸成

事業群2 結婚を希望する独尋者に対する婚活支援
,お見合いシステムの運用や婚活サポーター等による婚活支援    、
今長崎県婚活サポート官民連携協議会を軸とした、宮民T体となつた婚活支援体歳どの整備
・県・市町、企業,団体等が実施する婚活支援事業の相乗効果による多様な出会いの場め創出
・地研、年代、職種など、ターゲットを明確にした婚渚支援の「しかけどづくり
・婚活本自談窓仁lの相談機能及び結婚を希望する県民や宅の親などに対するサポート機能の充実

事業群3 妊娠・ 出産、子育てへの切れ目のなしヽ支援   !
・不妊に関する相談や不妊浩療に対する助成
。写t幼児健診、産後ケカ、産婦健診など母子保健事業の推進              「
。新生児に対する療病や障害の早期発見
・保育の受け皿の整備

・幼保淳携型認定こども園への移行に対する支援
。一時預かり、延長保育、病児保蒼など、保護者や地戦のニエズに応した保育サービスの充実
・地域子育て支援拠点、ファミリ■・サポート・センターなど多様な保育サービスの充実
・放課後児童クラプの最の確保・質の改善と、学校施設の活用や放課後子ども教室との一体化の推進
・幼児教育・保育の質の確保及び箆上を図るための研修機会の充実
。現物総付等による医療費助成
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・市町における子育て世代包括支援センタ
工の設置支援

・保育人材の安定的確保に向けた酢職晴止策の推進

・保育士養成校の新規卒業者に対する合同面談会F弄日催や保育王修学姿金貸付などの実施

・マッチングシステムを活用した潜在保育士の再就職支援

・保育の補助業務や向辺業務を行うl呆育補助者 (子育て支援員)や保育烹援者の有効活用 、
心子育て世代への住宅支援

・周産苅医療に携わる育成 !確保対策

・周産期から小児まで継続性のある医療支援

事業群4 れの導さ攣客庭生涵・家跡の大切さ森避、磯分め将来を警嘉させる教育つ醤晟
・性に関する多父育の充実や、関係機関・団体等と連携した教育の普及
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●取組の概要

・我が固と郷主の歴史や伝統文化にういて

の理解を深めるとともに、lも
~ヽ

るさとを活

性化する人材を育成します。また、よりよ

い人間関係を形成する力や公共のポ雷神を

育むとともに倉よ造力を豊かにします。

●めざす姿   |
・心ヽるさとへの愛香仁講りを持ち、周囲と協働

して地域課題を創造a色に解決していくための

実践力を備えた子どもが育つている。

・いのちを重んじ、豊かな心を持ったたくまし

い子どもが育つている。 |

事業群 1 ふるさと教菅の推進
・我が国や郷上の伝統・文1色に関する学習の充実

・教科や総合的な学習 i探究の8き間等における郷土を理解する教育の推進
・地域ぐるみで展開するrも

~、

るさと教育の推進
a県立高校でもヽるさと教育の実施計画と体系図を作成し、主体的・持続的な実施体需」を確立
・郷主長崎に愛婚と語りをもち、地域を握おうとする人材を育む教育の推進
・自治体、大学、産業界等とのコンツーシアムを構築し、地域課題の解決等の探究学習を県立高校で
実施
。「しま」の将来についてきえるプ囲グラム等を通したふるさとを担おうとする意欲の醸成
と世界遺産を活ズ〕`したふるさと教育の促進                 ｀

事業群2 とかな道徳性を育む通徳教育あ雄達
。「長崎つ子の心を見つめる教育週間どなどを通した、ぃのちを大切にする心や他者を思いやる心の
育成と、あいさつや礼儀等の社会性や規範意識などの向上を盟る取組の強化
・lJヽ中高12年間を見通した子どもの発達の段階に即した道徳教育の推進

事業群3 社会の様々 な課題を主体的に判断できる力や政治に参回する態度を青てる教育の
推進

・政治白色教養教育を通し、主体的に社会の形成に参画しようとする態度を育成
・地域が抱える課題を発見し、それを考え行動する探究的な学ぴを推進
・SDGsの教育理念に基づきt持続可能な社会づくりの担い手を育成  :

事業群4 子どもたちが直接自然と触れ合う体験活動の推進
・学校と連携した体験活動プログラムの作成による活動内容の充実と機会の提供
・県立青少年施設でいじめや防災等社会的課題に対応した体験活動の機会の提供
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・司書教諭等研修会の実施や図書ボランテイタ等の地域における読書汚塾推進
者への支援

。「長崎県の子どもにすすめる本500選 Jの改訂
。中学生ビジリオバトル大会の実施

事業群6 創造性や独創性な選豊かな人間性を育てる子避もための文鮨芸術活動の推達
・中高文化部活動への烹援や研修会の実施

。小。中・高校生への優れた芸術の鑑賞↑幾会、成果発表機会あ提供

掌業群5 表現ぬや制逢力を高める子ともの議書活動の推進
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●取組の級要    〔

・了どもの健やかな育ちを支えるため、県民

総ぐるみで「ココロねっこ運動」に取り組

むとともに、インタエネット等の有害環

境対策の強化や保育施設周辺道路等の交

通安全対策など、手どもを取り巻く環境

の安拿確保に取り組みます。

●めざす姿

・子どもたちの,いを育てるための大人自身のあ

り方の見直しが進み、写どもたらを地頼で守

り育てる力が高まっている。

事業群篭 暴民総ぐるみの子育て支援
,家庭の日の普及・啓発

・子どもの健やかな育ちを支えるためのココロねっこ運動の更なる推進 (展開)

事業群2 干避遇を顧珍巻くイン秒十家ット・電子メデてフ等環境期簾め推進
・有害図書類の販売制限、立入調査

・メディア安全指導員を養成し、指導員による講習会を実施
・フィルタリングの利用を啓発

・ネット・メディアの遊びとしての使用ルエル「ながさき基準」の普及・啓発
・長崎っ子のためのメディア環境協議会の取組3全化

事奉群G 保育施設等の安全対策の推進
`末耐震イし施設

への耐震化に向けた助言

・未就学児の園タト活動時の安全対策の推進
リキッズ●ゾーンの設置促進

・保育殖設等における保健衛生対策の強化
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●めざす姿

・予測困難な時代を生き子友く子ど'もたちが、社

会の変化に主体的に関わり、豊pな創造性を

l動かせながら、社会の形成に参画するために

跡要な資質・能ぬを身に付けていると

0取孝、騒の概要

・ 一人一人の個性や教育ニーズに対応 した

質の高い教育を推進することにより、子

どもたちに知識P技能、吾者力・判野力・

表現力等に、学ぴに向かう力
。人間性寺を

含めた「確ズ〕`な学力」を身に付けさせま

す。

夢業群輻 子どもたちが未来社象を靭珍掻くための「確か森学力連の育成
・県学力調査と全菌学力・学習状況調査に基づく学力向上対策の推進

・学力向上のための実践研1多や啓発活動の推進

・小中一員教育など特色ある学棟づくりの推進

・新学習指導要領へ対応するための教科指導力尚上石汗修や課題探究
的な学びの場の充実

・主体的・対話的で深い学びの
~夫現を図る授業改善を推進

・各教科等の上台となる読解力の育成のための授業己欠蓋の推達

3新じい時代の高等学校教育に向けF県立学校の更なる特色化・魅力化を実現

事業群2 『主体鶴。難話麹で琴J為学ぴF tttこ対応じたとCT透用の推進
eiCT機器を活用した分かりやすい授業づ(りの推進

・主体的 t対話的で深い学びの視点から電子黒板などの ICT機器を効果申に活用した坪業改善

う離島等の小規模校に対する効果的な iCT機器の活用の推進

・学習の基盤となる資質e能力としてのプ白グラミングを含む情報活用能力の育成

。10Tの効果的な活用による論理的な思者力・判断力・表現力の育成

・情報端末の充実など国のGIGAネクールに構想に対応した教育iCT環境を整備し、す
べての子

どもたちの学びのl呆障と個プマに応した学びを提供          :

事業群8 魅殉疹る私立学校づ≦珍
・教育あ振興及び保護者負担の軽減を図るため、ヽ助成を中〕bとした私学教育の支援

…私立高校が創意工夫を活かし独自に取り組む活性イヒ策への支援

D専門的技術教育を行い、県内雇用を支える専修学校の支援
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●取組の概要

・小。中・高を通して外国語教育を計画的に

推進し、高い語学力とリーダーシップを

i備え、グロ■バ,レな視野をす寺うて行動で
きる人材の育成に取り組みます。

●めざす襲

・我が国の言語や伝統 。文化などを正しく理解

し誇りに思うとともに、国際関係や実文化を

理解し、国際交流を図るためのコミュニヶ―

シヨンカや国際社会を生き子友<力を持った子

どもが育つている。

事業灘増 魁ヽ C噂・高を通した外国語教育鈴禿美
・我が国の言語や伝統。文化への理解促進
・小学校からの英語教育の充実や県独自の教材の活用
。小・中・高を通した外国語教育の計画的な推進

・小学校における英語教育の早期化・教科化に伴う教員の指導力向上

事業群2 蔑等学校とこ総1サる特色ぁる国際理解。外国語教育の推逸
・海外語学研修や留学生等との交流を推進
・外国語指導勁手を活角した高校生英会話テスト等の実践的なコミュニケーション活動を実施
・高い語学力とリエダーシップを備えグローバルな視野を持った人材育成
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●取組の概要

・学校内外の安全確保のほか、学校中設の長

寿命化やバリアフリー化の推連、4多学支

援ゐ充実など、子どもたちが安全に、安!b

して学べる教育環境の馨備に取り組みま

す。

●めざす姿

・地頭の絆を燥める地頭孝女育力・家庭数百力が

向上し、子どもの居場所や安lと`コlして健やかに

育つ環境が整つてしヽる。

事業群蝿 子注麹鰺蜜全確保麹策の推婆
・防災教育の推進

P通学路の安全確保など安全教育の推進

事業群2 安全で快通な等絞腱設の攀鱚
・児童生徒及び保護者あニーズや社会の変化に対応できる施設の整備

・施設の老朽化等に対応するための計画的な弾4多

・個別施設計画に基づく長寿命化対策の推導    :
・実情に応じたバリアフリー化の推進

事業群3 子ど毛たらが安心りて学ぶことめtできる修学支援ゅ充零
:授業料等を含む教育に係る保護者負埋の軽減      .
・特居」支援学校への就学に要する保護者負揮の軽渤

夢業群4 私立学校の爾農ぞ聰の推進    ヽ
。私立学校設置者に対して耐震化を進めるための支援
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●取組の概要

・地域でぃるさとを軍する子どもの姿を其
有し、地域総がかりの子育てを推進しま |

す。                :

●めざす姿

・学校、家庭、地域の連携 P ttl動する活動が広

がり〔ィふるさとで子どもが健やかに育つこと

を実感できる環境が整っている。     ｀

事業群奪 学校 e家庭・勉域の連携による地域の教育ぬの内丘
。地リコーディネーターの育成と地域学校協働活動の推進

・地域子ども教宰を活用した地頭における子育て支援の推進

!新・放課後了ども総合プランの推進

事業群2 爵ミュニ伊ィ・ スレージ♭な越雄戯と共奪こ子こ毛め豊か恋成長を鬱えるも学校づく
り俗推達

。小中学校のコミュニティ・スクールの導入の推進              ｀

C県立高校にコミユニテイ・スクールの導入を検膏」し、地域との組織的・継続的な連携・協働体制を
構築

事業群8 家庭教育支援の充実
・ PTA、 地域における「ながさきファミリープログラム」の推進
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1.将来像

戦略1‐4 みんなで支えあう地域を創る

■誰もが役客」を持つて支えあい、互いの人権が尊重され、一人一人の書らしと生きがい、
地けをと

もに倉」つていくことのできる地域共生社会が実現できている。

■生まれた状況や育つた環境に関わうす、全ての子どもが夢と希望を持つて健やかに成長
できる

社会が実現できている。

■児童生徒が抱える問題等の未然[方止や早期発見・早期解消に向けた関係機関との連携
が郵られ

ている。             1

①現状と時代の潮流

日本県は既に高齢化率30%の超高齢社会となっており、2040年には、県民の 4割が65歳以

上になるとの予測

■複合化・複雑イヒした生活課題を抱え、生活困窮に至るリスクの高い住民 (世帯)の顕在イヒ

■地域社会を支える担い手が減少し、コミュニテイの希薄イしも進行

山偏見や差別、暴力などの本権に関するFロロ題が後を絶たない状況

■核家族化や地功のつながりの希薄化に伴う家族や地域の養育力の低下と、県民
の児童虐待の認識

や理解が深まったことなどに伴う児童虐待の顕在化

■発達障害に関する社会的な認矢日の高まりと、支援を嚇要とする当事者や家族
の増加

■ひきこもりや不登棟など社会生活を円滑に営む上での困難を抱える若者や、障害、
いじめ、虐待

などに起因する特周」な支援を朗要とする子どもの増加

②今後の課題

■誰もが地域社会において役割を持つ、`活躍できる地功共生社会の推進

■行政や企業などと協1動するNPO・ ボランテイア団体の育成

■人権教育・啓発活動のさらなる推進

出支援を朗要とする家庭や一人一人の子ども・若者の状況に応じた支援策
の充実

｀
i障害のある子どもや特別に支援が嚇要な子どもと親への支援体制の充実

ベ の 渉 ス

■児童虐待の相談対応件数の割合は、全国平均の約半分である。(H30年の10万人当たりの児

童虐待相談対廠件数は 65.2件と全国の 125.8件の約半分で 10位 )

④議計画の主な威異

■ひとり親家庭等自立促進センターによる就職者数 (H26年度:50人
→H30年度

■児童養護施設に入所する子どもの大学等進学率
十

123人 )

2“ 背景
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(H24～26年度平均 :23te%〒Hso年寧 :34,1%)
■認矢口症サポータ■数 (H26年度 :、65,000人■騨 年度 :14_2,3.1本人)
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●めざす姿              !
・誰もが役客」を持うて支えあい、互いの人権が

尊重され、一人一人の暮らしと生きがい、地

馘をともに創っていくことのできる地頭兵年

社会が実現できている。

●取組の概要

i高齢者、障害者等をはじめ、きめ細pな対

応が跡要な人たちへの地域での支援や見

守り等の充実を図り、働く場を確保する

など社会参加を促します。またt県民への

人権教育・啓発を推進します:

・NPO・ボランテイア団体の人材育成など

を支援し、地域課題の共有を図りながら、

多様な主体による連携・協l動を推進しま

す。

夢業群輻 社会的配慮を賜要とする人たあへ艤要な支援を行う体縮じづくの
・災害時に要配慮者が安全に世難できるよう、迅速に避難支援等を行える体制の整備

・生活困窮者を対象とした自立相談支援等による総合的な相談支援体制の構築
i 
・行政や民間を含む関係団体の連携・協力による総合的な自殺対策の推進

`関係機関・団体との連携による問題の段階
に応した依存症対策の推進

・ひきともりを対象とした、8050問題も含めた相談支援体制の整備

事業群2 萬齢蓄や陣審香等ぬ1安ぬψて聾らすための環境整備及び支援
・福祉めまちづくり条例に基づくバリアクリア化施設整備のl足進  :

・福祉のまちづくりをよリー層実践するための二ニバーサルデザインの普及
啓発

。「障害のある人導ない人も共に生きる平不□な長崎県
づくり条例」の普及啓発及び障害者への虐管

防止等による障害者の権利擁護の推進

。障害者就業・生活支援センタ■による事業画・生活面の一体的な支援

・障害福祉サービス事業所利用者への就労支援警による自立促進

:精神障善者にも対応した地馘包子舌ケアシステムの構築

i地域において発達障害児の診療・療育が下さる医療機関や福祉事業所の整炉

・医療的ケアか隊要な重症〕b身障害児者とそめ家族の相談を受けアド′ドイスするコ
ーデイネ=タ

ー

の養成等による地頭支援体制の整備

・認矢日症になつても、本人の意思が尊重され、できる限り住み
j贋れた地頭で暮らし続けられる地域づ

くりの推進                      |
・高齢者等の進待B方止や虜年後早制度利用推進などの権利擁護

の推進

・長崎県再犯防止推進計画に基づく、安全安心各社会を実現するための再犯ロノ百止対策
の推進

・高齢者や基礎疾患がある者は感染症が軍症化しやすしヽことから、施設内でのクラ
スターの発生を末

然に防ぐため、発生早期に感染状況を把握し専門機 に相談できる環境を整備
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事業群3 多様な垂体による連携 。協働の推進
・ NPO・ ボランティア活動に関する情報発信、人材育成、相談機能等の充実
,多様な主体による連携、協l動に向けた情報 。意見交換の場の充実や活動基盤のS全化

事業群奈 人権が尊重される社会づくり
,女性、子ども、高齢者、障害者、性的少数者、外国人などに係る人権や同和問題の教育・啓発を推
進

・祥会教育関係者など地域における人権・同不□教育指奪者の壷成及び指導力の山上

事業群5 高齢巷や子育て芭帯、障害蕎等に優ししヽまちづくり
,県有施設や県営住宅にぃけるノ|リアフリーイヒの推進
・不特定多数の方げ利用する建物・道路等のバウアウリー化の推進
。子育て世帝と親世帯の近居支援
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0めざす姿

・生まれた】犬況や育つた環境に関わらず、全て

の子どもが夢と希望を持つて健やかに虜長で

きる社会が実現できている。

・児童生徒が抱えるPロロ題等の未然防止や早期発

見・早期解消に向けた関係機関との連携が図

られている。

●取組の概要

・児童虐待、子どもの貧困、DV、 若者のひ

きこもりなどの解決に向け、子どもや若

者t親などに対して、子どもや家庭の状況

に応じたきめ細かい支援を行います。

いいじめ等を早期に解決するとともに、不登

校やI草害のある子どもに対するきめ細か

な支援を行います。

夢業群韓 貧困fこ起因する閣題を抱える子避もと親会の莱好
・教育の支援

1生活の支援      ヽ

・保護者に対する就

"の

支援
。経済的支援                ,
・確実に支援につなぐ仕組みづくり

。地域止おける支援体需」の充実 。強化

事業君羊2 ひとり親家庭の自立支援の推進
J

. ・ひとり親家庭等へのきめ細かな車援のための本目談体制の整備や情報提供の充実

・ 家庭生活支援員による保育サービス等子育て支援の充実      `

・ひとり親家庭等自立支装センター、福祉事務西、ハロ
ニウーク等の連携による就芳支援の推導

事義群8 総念働な堀童虐待防庄対策の雑進       i
・児童虐待の防止に向けた、発生予I′芭、早期発見

I早期対応、保護・支援対策の実施

・被虐待児童の家庭復帰に向けた、保護者に対するカウンセリング、ペアレント・ トレ
ーエング等

の実施

・全市町における子ども家庭総合支呼拠点設置、瑚員研4多の充実、児童家庭車援センタ
ィの活用な

ど、市町の子ども家庭支援体制・専PB性の強化に向けた支援            ′

・児童本日談所、警察、学校、市町など関係機関の連携強化                 ヤ

。国の配置基準に基づく児童福祉司等の適正配置〔研4多の充実など、児童相訟所の体制
。専門性の

3ヨミイヒ

事業群桑 社会鶴登謀体制鉛充実
。フォスタリング機関の設置、里親 oフ″ミリーホーム ど、里親等への委託の推進
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。当事者である子どもの権利擁護と、パーマネンシー保障としての特届U養子縁組等の推進

・施設の小規模・地域分散化、高機能化及び多機能化・機能転換の推進

・開放的環境への移行や専茜性強化など二時保護改革の推進    |

事業群5 DV被害者への支援及びDVのラ随
・DV被害者や DV家庭に育つた子どもに文ごする市町や関係機関、民F自3支援団体と連携した碗れ目
のない支援の推進    ｀

・暴力を未然に防ぐ予8′も教育や啓発活動並びに民F日曇支援団体との連携による舟8害者対策の推進
◆面前 DVに対する市町の体需」強化に向けた支援

事業群6 障害のある子ども等への支援
・保育所、幼稚園、認定こども園及び放課後児童クラブにおける障害のある子どもの受け入れ促進
C保育所、幼稚置、認定こども園における医療曲ケア児の受け入れl足進
。発達障害者支援センターと関係機関との更なる連携強化
・ペアレント・プぬグラムやペアレント・メンター等による家族支援の充実
・身近なところで支援が受けられるための市町の発達障害者支援体制の整備

事業群7 インクプ移―シプ教育システムの構築に向けた特別支援教育の推進
・特屠む支援学校の適正酉己置及び十固に応じた指導・支援の充実
。自立や社会参加を目指したキャリア教育・就労支援等の充実

・乳幼児期から高校卒業までのされ目ない支援体制の整備
・特別支援教育に携わる教職員の専P∃性の向上

事業群8 しヽじめや不登校など堀重生徒が抱える閤題等への総合會与な漸策の推進
・いじめの未然8′芭止、早理発見。早期解消、不登校や自殺の未然防止、非行からの立ち直り支援の充
実

・スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置や 248き間対応の電話・メール・SN
S相談等の教育相談体需」の充実

・不登校児童生徒に対する個々に応じたきめ細やかな支援の充実
。学校における危機管理体制の見直しと児童相談所や警察など関係機関との連携協力に対する意識
の醸成

。「児童生徒の継続的な指導・支援のためのSI継ざガィ絆ライン」や 汗学校と関係機関との連携マニ

ュアルどの活用の徹底

事業群9 エートやひきこもり等、社会生活を営む上で困難を有する子ども i巷著への支援
・子ども・若者総合穏談センター「ゆめおす」を拠点とした本目談支援体制の充実
・子ども・若者支援地域協議会による誨係機関の支援ネットワークの連携・強化
・子ども。若者支援に関わる行政機関や民F口]団体の担当者の資質向上
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■新たな基幹産業を含めた成長分野の新産業が倉」出・育成され、関連
の雇用が増加していると

■起業家の発掘ち育成やスタ
=ト
アツプが増加しているも    :

■地場企業を中,いに地域産業が澤性イ攀し、力強い県内産業を維持するとと与
に、事業承継 :倉」業等

により主也域経済の維持屎び更なる活‖生化が進んでいる。    「

■戦田各白も、効果的な企業誘致により本県経済の基盤強化が進み、若者を呼び込む
良質な雇用の上易が

確保されている。

③現状と時代の潮流

■Al・ loT・ ロボツト等、第4次産業革命技術の社会への普及

■企業のスタートアツプ投資の増加等の環境変化

■全国的な人□減少による人材の不足及び高齢化

■BCP(事業継続計画)や優秀な人材確保の観点による、企業の地方拠点の設置
■地域産業を下支えする中小企業・小規模事業者の経営者の高齢化及び後継者不苺

②今後の課題

■県内企業の競争力強化、取引拡大

山県外需要の取込みと中小・増ヽ規模企業への波凛

■成長産業分野における専P日人材育嚇

■中lJヽ企業・小規模事業者の事業フ了く継の促進

■若者に魅力のある良質な雇用の場の増加

が指定 (全国初)

■造船で培われた県内企業の技術カ

山世界文化遺産登録や多様な歴史などの魅力ある観光資源

■地震(岸波が少ないなとBoP(事業継続計画)としての導地
■アジアとの近接性

④前計画の主な成果i

■誘致企業による雇用計画数 ?,950人 (H23～Rl)    :

E創業件数 2,289件 (H28～日30)

■工業技術センター及び窯業技術センタ
との技術支援による製品化のための試作件数

11,483件 (H28～Rl)

2.背景

1と 将来像
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0取組の概要

・海洋エネルギー関連t航空機関連分野にお

ける中核企業の誘致などに取り組むほ

か、ロボット・ 10T関連分野のユーザー
向け普及啓発、ヘルスケフ産業の高付加

価値化な遣どに取り組みます。

・新たな基幹産業3分野における専F日入材
の育成を図ります。

●めざす姿

・新たな基幹産業を含めた成長分野の新産業が

創出・奮成され、関連の雇用が増加している。

事業群帯 新たな基幹産業の制出 (海洋エネルギー関連摩業等)
・事業誘致体需」の強化及び商用化フィールドの導入の促進
・アンカー企業の創出及び分野毎の中核企業育成による共同受注体制構築の支援
・海洋エネルギー関連産業の技術開発と喜閣人材の育成
・再生可能エネルギーを活用した県ぬ企業の事業化の支援

事業群2 新たな基幹産業の劇出 (ロボット・ I心 T閣違産業)
:県内企業における AI・ ロボット・ loT等導入の促進
,サプライヤ企業における高度専門人材育成の支援

・付加価値向上|こよる事業拡大・サプライチェーン構築の支援

事業群 9 新たな基幹産業の制出 (航空機関連産業)
・中核企業 (大企業等)の誘全文・奮成
・企業閤連携や認証撃得等による県内企業の育成 。新規参入の支援

事業群4 高紳者社会に対応するヘルスケフフ関連産業の振興
・ヘルスケア関連分野の新たなサ▼ビスの事業化の支援

事業群野 媒立本学情報セキュリティ産学共同研究センター (仮称)を活用した産業振興
。大学と企業による共同研究等連携の促進                ｀
・情報セキュリティ高度尊F日入材の育成
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lヽ

◆あざす姿

・起業家の発掘・育成やスタートタツプが増加

している。            ・

0取組の概要
。COttDE」IMAを拠点として、県内の産学

宮金の様ノマなスタートアツプ支援機関と

の連携により、県内スタ=卜 T)プ?倉!
出に向けた取組を強イヒします。

・県外産業交流拠点生の導携及び本県の課

題解決を通して、県外スタ:― トアップの

誘致に取り組みます。

事業穣発 スタートフツプここよる薪サーピ不の創鶏
・県内におけるスタートアツプ創出の支援

・東う卜産業交流拠点と連携した県外スタートアツプの誘致
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●取組の概要

・成長分野の事業拡大・生産性向上の取組を

支援することにより、企業の競争力強化・

付加価lL盲向上を図るとともに、創業や企
.業間連携等、地頭産業の活性化を支援し

ますと  !

●めざす姿

・地場企業を中,いに地域産業が活性化し、力強

い県内産業を維持するとともに、事業承継・

創業警により1也功経済の維持及び更なる活性

化が進んでいる。    イ

事業群略 競等力の強ぞ遜煙よる製造業の振興
・◆後成最が見込まれる分野における企業間連携による事業拡大t生産性向上の支援
l食料品製造業における販路を見据えた商品開発等の取組の支援
・′ム`設試験研究機関の研究開発等の支援による企業の技術力向上を支援

夢業群2 規模拡本患こよる製進業録振興
∫新規雇用を伴う工場等の新増設など県内企業の事業拡大の支援
。将来の感染症リスクに対して国が注める生産拠点の国内回帰等の3会固なサプライチェーン構築や
iCT等を活用したリモート化の推進等と連動した支援        イ

事業群e 観光藤連産業等 (毯灌業 e鋏食業等)総振興
。外貨獲得、生産性向上に向けた取組を支援
。新サ‐ビス開発等にょる付加価値向上等に向けた取組の支援
。新しい生活様式に対応するための事業転換等に向けた支援

事奉群4 事業承継殿ぴ創業・ 趨義の撻逢
・事業承継計画書の策定等の個月U支援

・移住創業希望者に対する創業支援体制の工層の充実

夢業群5 鶏域産業を笈える企業等の成長l足進
・中小企業者の新たな事業活動等の促進
。地域産業活性化計画の準進による地けに根ざした小規模事業者等の育成
。中小企業者の状況に応じた海外展開支援

・中小企業向け金融対策
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0めざす姿

?戦略的、効果的な企業誘致により本県経済の

基盤強化が進むとともに、若者を暉び込む良

質な雇用の場が確保されていると

●取組の概要

・社会経済の環境変イしや企業動向を踏まえ

たうえで、本県め目指す成長分野を中心

とした、効果的な企業誘致を推進します。

事業群輻 新たな基幹産業の創騨や良質な題癬の場の創鍵tこ向士すた企業誘致捻蓼l色進
,新たな基幹産業創出に向けた航空機関連、ロボットIIoT関連産業、新卒者やUI夕■ン希望

者等、若者に魅力のある雇用の場を提供できる安定性・成長性のある企業、県内企業
の牽ョ1役と

なり、経済波及効果が期待できる企業の誘致

・由然災害に加え、感染症リスクを踏言えたBё P対策としての拠点分謀の動きを生らえた企業

誘致の推進

e県内における工場等の立地を燿進するためヽ工業団地の整備を促進

・地方倉」生の拠点として主也域の基輩産業を下支えする道路・港湾の整備
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29背景

基 本 戦 略

椴路2-2 交流人口を拡大し、海外の活力を取り込む

■本県ならではの魅力をは力Bした「観光まちづくり」や、外国人、障害者、高齢者など誰もが安心し
て旅行を楽しむことができる環境整備が進むことで、径見光客数や観光消費額が増加し、地域や観光
産業が酒性化している。

爾県産品のプランド化や輸出拡大、新たな販路F汗暑須が進み、生産者の所得が向上している。
日本県の歴史文化が世界に認矢Bされ、特別感 (プレゼンス)が向上するとともに、アジアをはじめと
し葎海タト活フ]が取り込まれ、県内の経済活動が港発化している。

上,逸星と錯」tt霊透蔓透重

■人回減少に伴う国内旅行市場の規模縮小が見込まれ、観光の振興や地域資源の活用に係る地域F倒∃
競多の激化

■国内の人□が減少する中、インバウンド及び国際航空路線の誘致等の海外活力の取り込みに向け
た地域F自目競争の激fし

■アジア諸国の経済成長による富裕層の増力8と人流・物流の拡大
■65歳以上の高齢者、障害者、妊婦等が国内人□の約1/3

■長崎県の歴史 う文イ也・観光資源・県産品の磨さ上げ 。発信

■地域住民箸ズ〕ヾ主体となって取り組む「観光まちづくりJこよる観光客の満足度向上とリピーター
化の推進

■地域F日3競争をB券ち与疲き、旅先として認矢Eされるための効果的かつ継続曲声ぶ情報発信
■ユニバーサルツーリズム推進のための関係者の連携強化による持続可能な受入体市||の構築
■インバウンド箆け観光聾ンテンツの磨き上げと受入環境の整備・情報発信         '
■国際定期航空路線の維持・拡大

0透かすべき本察鍔機み、チヤン漁、ポテシシ等ザ》
■2つの世界遺産や日本遺産、豊かな自然・歴史・文イ色、温泉、食など魅力的な観光資源が豊富で
ある。

■九州新幹線西九夢Hルートが開業し、長崎駅周辺エリアの再P升日発が進む。
■他にはない交流の歴史とアジアに最も近い地理的優位性を有している。
■交流によって培われた歴史文化が硯在に受け継がれ、地域の街並みや伝統行事などに根付いてい
る。
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④前計画の主な成果

■「長臆
―
と天革地方の潜伏キリンタン関連淳産」の世界遺

産登録 (日 30)`       、

山朝鮮通信使に関する記録のユネスコ「世界の記憶」登録 (日
29)  /

■観光客数の増加 (H30年 :観光客延べ数3,550万 人 続計を取り始めたo47年以降、過

去最高)  
′

■観光消費額の増力1(Hao年 :観光消費総額3,778億 円 統計を取り始めたS47以降、過

去最高)

■夕ヽ歯人観光客の増加 (外国人延べ宿泊者勢 H26年 :ら 1.9万人
→H30年 :93.0万 人)

■情報尭信拠点「日本橋長崎館」の来館者数 (H28年 37万人→日30年 56.5万 人)
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●取組の概要

・魅力ある観光まちづくりの先駆的な取組

や高付加価値化に取り組む観光事業者人

の支援、効果的なl青報発信を通して、観光

客の満足度向上やリピータと化を図ると

ともに、ユニメヾ―サルツーリズム専用の

ワンストップ窓□の設置など観光客受入

体́行」の構築を図ります。

・本県ならではの魅力を信加した「観光まちづ

(り」やt外国人、障害者、高齢者など誰も
が寮!bして旅行を楽しむことができる環境整

備が進むことで、観光客数や観光消費額が増

加し、地域や観光産業が活性化している。

●めざす姿

夢業群弩 雄域住民ぬ守主体となって取り縄む魅力ある観光まらづ<つの推進
・地域住民が主体となつて取り組も

｀
魅力ある観光まちづくりの先駆的な取組等に対する支援 .

・潜伏キリシタン関連遺産め構成資産や信仰の場を會るための教会守の配置や教会堂見学の事前連
絡による受入体制の整備 :                      ′

。構成資産の価値を深め、伝え、将来に向けて守っていくため、調査研究・情報発信・意識醸成のた
めの機能の整備      ィ            (
・高齢や障害の有無に関わらず、全ての人が楽しく安,bして観光できるユニアド=サルツーリズムの推
進                                          ―

・大学連携によるフィールドワークの促進及び構成資産のl呆護を担う集落等が活性1ヒするための活
動支援                 |
a港のにぎわい創出による地域の活性化の推進
・サイクリングモデルル‐卜の整備

事業群2 『食』のサィビス提供の充実と晃f函鶏、観光館報の訴威ぬ鶯丈
・観光客を満足させる魅力的な「食」の情報発信
。地元の「食」や体験プログラムと交通手段を組み合わせた巻地型旅行商品のド弄」発
・パンフレットやsNS等を活用した匂で魅力的な観光惜幸侵の発信
。「食と観光」の連携を図る市吋等に対する支援の強化

事業群3 高鶯麹饉鱚亀筵寂り組む観光事業者への支援
・付加価値やおもてなしの向上、安全 i安,b対策に取り組む観光事業者へあ支援
・宿泊施設の人材確保・育成

・

・観光ガイドの育成及びスキルアップ

・宿泊施設のプロフエッショナル人材の育成      !
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●めざす姿

・県産品のブランドイЁや輸出拡大、新たな販路

開拓が進み、生産者の所得が向上している。

0取組の概要
。長崎フエア開催やアンテすショップにお

ける物産・雀見光の魅力を発信するととも

に、輸出に取り組む県内企業の子屈り起こ

し等により、県産品の輸出拡大と狂規商

流開拓に取り組みます。

事業群篭 県産轟のプラン鮮をl越の推進         i
・長愴フ三ア開催やECサイトを活用した県産品のブランド化の推進と販路拡本

・アンテすシヨップ「日本橋 長崎館」の受信・発信機能の強化

・長崎ならではの「食の魅力」の発信

事業群2 海外需要を駆り込藝ための県産轟の輸出拡大
,海外における観光PRと〒体となった総合フ土アの開催やメディア等による

I情報発信等の推進

。新たに輸出に取り細む県内全業の掘り起こしと関係団体との連携による輸出相談体制の確立

・競存ルートによる県産品輸出の曇的拡大と新たな海外への商流の開拓
〔
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0取組の概要
・地功に根廿く歴史文化、人とのうながりを
活かしながら、国や地域ごとの特性に応
じた情報発信、コンテンツの磨き上げ等

により、海外からの誘客促進等に取り組

みます。

●めざす姿

・本県の歴史文化が世界に認知され、特別感(プ

レゼンス)が向上するとともに、
・
アジアをは

じめとした海外活力が取り込まれ、県内の経

済活動が活発化していると    ,

事業群策 海外題おける本県の認知度晟びプレ魃ンスの向上
。東アジアをはじめ東南アジアや欧米豪への情報発信と反好信頼関係の強化
。日本政府観光局 (」 NTO)や 日本貿易振興機構 (JETRO)、 (一財)自治体国際化協会 (CL
AIR)の 積極的活用とアジア国際戦略の推進強化

事業癬2 環境変催や帝場動建径踏まえたインプ尊リン静観光の推進
。東アジアをはじめ東南アジアや欧米豪からの外国人観光客の誘客の拡大 ′
,市場ノ刀ヽ析に基づいた観光コンテンツの磨さ上げゃ蔓入環境の整備、耕略的な情報発信の強化
・クルーズ客船の誘致と経済的な効果を高める取組
。国際定期航空路線の新規開設、国際チャーター便の誘致
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la将来像

2.背景

基 本 戦 略

戦略2-9:環境変イLE郡応畝 一次産業を活性1とする

■スマート農林水産業の導入により、生産性の向上、労l動環環が改善され、所得が向上する
こと

で、多くの若者から選択される産業として確立している。

■国内外の市場需要に和応できる競争力のある産地が数多く形成
されている。       ｀

■藻場の回復や水庁生資源の持続的な利用|こより、環境や社会の変化に対応
した多様な漁業が展開

され、生産者の所得が向上している。

■浜の魅力を活かした漁村づくりなどが淳み地頭に活気が浴れている。

■安全・安,bな県産水産物が国内外に広く流通し、収益性の高い産業として確
立されているb

③現状遺時代鶴潮瀧

■TPPll、 日 EU・ EPA、 日米貿易協定など国際化の進展

■海外における国産農畜水産物需要の高まり

■高齢農家のリタイア等により産地規模が縮小する一方で、1戸当りの経営面積の拡本

■省力化や高単Ⅲ又が期待されるスマート農林水産業技術の進展

■水産資源の変動と漁獲大見制の強イL、 大型台風
と暴風等の気象変化や藻場の衰退

山国の水産政策の改革により、海面利用制度の見直しや新たな資源管理方式
の導入

②今後の課題

■地頭の実情に応じたスマ
i卜農林水産業の普及拡大

■担い手への農地集積及び農地基盤整備の加速化

■市場との関係3全化、輸出の取組拡大、食品製造業との連携強化

■収益性の向上や雇用確保、水産資源の持続的利用や藻場の回復など

■拠点漁港における生産・流通基盤の強イしや既存ストックの有効活用

■国内外iこ向けた多様な販路門拓と高度衛生管理体制の構築

■社会経済の変動や不漁などに対応できる足腰の強い漁業経営 
｀

ジレ

■地理的条件が厳しい中、地頭の特性を活oした多様な農林業が展開

■地馘別・品目別の産地計画に基づき、生産部会・」A・ 県等が一体とな
って、生産・流通・販売

対策に取り組む体制が構築

■佐世保市のみかん、雲仙市のブロッコリーなど他県に誇れる産地
の存在

■様寂な魚種を、様ノマな漁業種類で漁獲しており、操業の多角イヒ
が可能

■海面漁業 。養殖業の生産量及び産出額は全図2位             |

■漁港を核に形成された集藩が多く、漁湾が地域活性イヒの拠点として活用可
能
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H.農林業産出額の増加 (農業H25:1;444億円→HSO:司 摯09億甲、林桑H2o:61億閣→
日29:SO億円)   

ゴ    !                     ′●

■産中計画策定産す也の販売額が増加 (H25:965億円→H30il,045億円)|
由震本木産物輸出額の増加 (H28:aaO百万由二日sO:771百万円)
L水事物輸出額 (関係団体

′力`デの増加 (H26年度 :11傭由二日1年澄 i el繕円)
H漁業所得 (1経営体平均)の増加 (H25年 :広239千円→H36年 +2,38左 千由)

④前驚Ⅲ回の主な蔵暴
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●めざす姿

・スマート農林業の導入により、生産性の印上、

労働環境が改善され、所得が向上することで|

多くの若者ア〕ヽら選択される産業として確立し

ている。.

・国内外の市場需要に対応できる競争力のあ

る産地が数多く形成 ている。

0取糸巳の概要
:地域別・品目別の産地計画を基軸とし、農

林業の生産基盤の強化や先端技術を活用

したスマート農林業の普及拡大、市場と

の関係強化等により、「産地の維持拡大」

を進め、農林業者の所得向上を図ります。

事業議嘉 生遺性の盛しヽ農林業産飽の奪戯
・水田をフ

'レ

活用した水田農業の展開

。チヤレンジ園芸 1000億の推進

・チャレンジ畜声生600億の推進 、 :

・県産木材・特用林産物の生産拡大

・産地の維持拡大に向けた革新的新技術の開発

夢業麟2 鹿醜の維持拡大tこ艤要な生産基盤の輩催
。大規模化・省力化を支える生産基盤整備の加速化

,担い手への農地集積及び森林施業集約化の力B速化

事業群 8・ 産在l白の維持盛大を支える鯛正
。流通・ 販売鐵簗の強1と

。本県農林産物の需要開拓に向|ブた国内外の蓼売対策
のB宰イ||

・ 6次産業化など辞産物の付加価値向■の推進   丁
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●取経の級買

・漁業生産を支える水産資源の維持・増大に

取り組み、スマート水産業の推進など漁

業者の経営力強化に向けた取組を推進し

ます。

・拠点漁港の生産 。流通基盤の強化を図り、

漁港施設の有効活用や異業種との連携に

よる浜や地域の魅力を活かした漁村づく

りを推進します。

●めざす委

!スマート水産業の導入により、生産性の向上、

労働環境が改善され、所得が向上することで、

多くの若者から選択される産業として確立し

ている。

・藻場の回復や水産資源の持続的な利用によ

り、環境や社会の変化に対廟した多様な漁業

が展開され、生産者の所得が向上している。

・浜の魅ぬを送かした漁村づくりなどが進み地

域に活気が途れている。

事業群 1 漁業者の経菫力強化
。「浜プラン !広域浜プラン」ゃ「地域周」施策展開計画」の実践

:経営強化のための支援体制拡充

・離島漁業再生支援等奈信金を活用した漁場の生産力晦上や漁業の再生に関する実践的な取蘊、起業
や雇用を創出する取組等への支援

・漁業許可の有効活用

・収益性の高いモデル型経営体の育成とその取組み事例の蓄及

・収蓋性輿上等の取組に朗要な機器等の整備や活動への支援

・高精度な漁場ラ演」等のll着報を漁業者に配信するスマ‐卜水産業の推進       ,
・漁業者と浜を支える漁協の組織と機能強化

事業群 2 水産資源の維持・ 増大のための通tBな資源管理の推進と漁場づくり
・資源管理庖針の策定と漁獲量讐の適場な管理による資源の持続白色利用の確保

`資
源管理と増殖場造成、種苗放流の効果的な組み合わせによる重要資源の早期回復

・悪質・広域化する密漁撲滅に向けた漁業取締の実施

・ハードとソフトが一体となった藻場回復対策の推進
。安定した漁業の実現に資するため、改正漁業法1こ基づく水域の総合利用と適正。有効な活用の促進
・既存漁場の再生と新規漁場の造成

事業群 3 生産・ 流通基盤の強化と漁村の賑わい創出に向けた浜の環境基備
・拠点漁港における生産・流通基盤のSa化

・高齢者や女性、新規就業者んtl動きやすい漁港づくり
。災害に3会い漁村づくり
。既存ストックの有効活用と戦田儘,的な長寿命化対策

・ ヨット等の奇港増による交流人El拡大
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事業群4 異業葎との連携による浜の活性rし、    「     1
,海洋エネ).レギ■産業との連携による地域め活性      、
と「島り」を滞在型機尭のツールとした魅力的な地域ブルーツエリズムの構築
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●敢組の概要

・輸出など新たな需要に対応した養殖業の

成長産業イLを推進するとともに、「R日食

性」や「簡便性」といった多様な消費者二

―ズに応じた商品づくりに取り組み、県

産水産物の販路拡大や、高度衛生管理体

制の構築等による輸出拡大を図ります。

●めざす姿

・安全・安心な県産水産物が国内外に広く流通

し、収益性の高い産業として確立されている。

夢業群 硝 益殖業の成長産業で鼈
・養殖産地の状況に応じた魚づくりや販路拡大等の取組計画の策定と実践支援
・海外で評価される商品づくりと安定的な生産が継続できる体制づくり
。収益性向上に繋がる新技術開発の推進や既存技術の改良及び普及
・漁場再編と新規参入などによる漁場の有効活用

事業群2 黒産水産物の国ぬ販菟ヵの盤他
。売れる商品の安定生産と供給体制づくり
。即食性や簡便性を求める多様な消費者三ニズに対応tノた商品づくり
。長崎県の魚軍用店等の利用促淳にょる県産魚諸費拡大

事業群9 国外販売力鰺強他
・県産水産物の輸出促進 (海外での本県水産物の PR、 海外ニーズに合う商品づくり、輸送ルート
や新規販路の開拓)

事業群4 高度衛生管理fこ蠅応りた体制の構築
・魚市場等の衛生管理体制の構築
。国内タトの販売先ニーズに対応した日ACCP等の衛生管理基準を満たすためのハード・ソフトの支
援

・安全・安
'い

な商品づくりに向けた機器整備を支援
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la将来像

基 本 戦 略

2日 背景

戦略3〒 1 本目減少に対応できる持続可能な地域を創る

■安定した行財政基盤のもと市町の行政サービスが提供され、地域活動を行う多様な主体
が支えあ

い、人□減うに対応できる持続可能な地域社会づくりが峰んでいるb         i

■集落が持つ景観、伝統、文化などの魅力を発揮しつう、地域ビジネスの展開や
生汚環境の向上に

より(安心して暮らしやすい環境が整備され、多くの若者等の移住・定住や都市部との交流
が増

加し、多様な人達が支えあい、活曜することで、活気や賑わいがあふれている。

■県民の医療 :介譲・福祉への不安が解消されている社会となつている。

■高齢者が暮らし続けたい地馘で暮らすことができ、できるだけ健康な状態を保
うとともに、要介

護拭態となつても財要な医療や介護・福祉サービスが受けられる。

■県民誰もが使いやすく安!t」`ヽして利用できる地域公共交通が維持され、県民の地戯交通
への不安が

解消されている。

■県下全域において、5Gなどの超高速通信環境が整備され、全ての県民が豊かで質の高い生活各

送つている。

■AI、 loTなどの iCT利適用が進み、地域課題の解決による地戯活性イヒや産業振興が図られてい

る。                               「

■行政のデジタルイしが進展している。

■インフラの朝8各的な維持管I里・更新等の実現により安全・安
,いが確保されている。

①現状と時代の灘流
｀

■人□減少や少子高齢化の進展による地域コミュニテイの衰退や生活支援機能
のl氏下

■人メマの意識や価値観が多様化、複雑イヒし、行政だけでは対応できない地域課題
が顕在化

■高齢化による集落戸数の減少に伴い、農地、森林の保全等集落機能のl氏下や存
続が懸念

■高齢単身世帯や高齢者のみのⅢ帯の増加

■地域公共交通を取り巻く厳しい経営環境

■デジタルガバメントのキ毒築に向け、行騨手続の原則オンラインイヒの動き

■スマートフオシゃモバイル端末の普及が進み、 10T、 AI等による第4次産業革命が進行

■本県では20年後、建設後 50年以上経過するインフラ施設が急速に増加する見込

②今後の課題
i

■地頭の生活や暮らしを守る活動について、自治会や｀PO団体など地域活動を行う多様な主体が

参画し、支え合いながら、地域住民が主l本となつて取り組むことができる体制
の構築

■農山本ゴ資源の維持・保全

上高齢イしの進展等に伴う医療需要の変lLや広城的な感染症等
への対応
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■持続可能な地生或公共交通の維持・確保

甲通信基盤の整備促進及び AI・ IoT等の先端技術を不ご活用した地域課題の解決や地域活性化の推進
■ iCT利活用による行政運営の効率化
■インフラ施設の老本5化による事故の未然防止及び維持管理に係るコストの縮減

6活かすべき本県の強み、チヤンス、ポテンシャル
■2つの国立′ム`園や多くの島々と半島、複雑な海岸線、波静かな大村湾、山岳・火山、温泉など変
化に富んだ美しく豊ん`な自然を有し、環境保全活動の基盤がある

■県立大学における日本初の情報セキュリティ学利の設置や産学共同研究センター (仮称)の創
設ラ定、長崎大学ll青報データ科学き1の関設、また、IT関連企業の誘致が進んでいることから、
ll青報0野に強い人材の育成や専F目的な知見を活かす環境が出来ている
■歴史9旬・技術的価値が高い土本遺産が県内に多数存在する      `   |

■新たに集選維持・送性化に取り組んだ件数 (H27:2件→贈30:14件 )
■震産物直売所等売上額が増加 (H261106億円→日30:113億円)    I
■効率化・パリアフリー化への船慮自更新数と離島航空路の機体更新数5件 (H30)
■市町が整備する固定系超高速ブ回―絆バンド整備率 (日27.3月本 :91.8%→日31.3月末 :

96.3%)

■インフラの戦8各的な維持管理、更新の推進 (橋梁の字鳶1参実績数旧26:153橋→Rl:208橋)
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●めざす姿               :
・安定した行財政基盤のもと市田ゴの行政サ=ビ

スが提供され、地域活動を行う多様な主体が

支えあい、人□減少に対応できる持続可能な

地頭社会づくりが進んでいる。

●取組の概要

。地戯住民や NPOなど多様な主体の連塘
により、集落や地域コミュニテイの維持・

活性化や環境保全活動を推進します。

・連携中枢都市圏等の主也功間連携等を支援

します。        |

事業群輻 鑢域住農が主体となもた集藩・攀鐵Bミュニ所イの維持・活性f慾の推進
・通功住民主体による地功運営組轡め立■げ・育成に向けた車援

。地勘課題解決の担い手となるNPoの育騨、NPOと地馘運営組織等とのヤッチングに向けに支援

・地域の拠点となる商店街の活性化に向けた支援  ヽ     :           |

・商店衛を興点とした地頭コ
～
ュ手テイの活性1しに向けた烹援

。新型コロすウイルス感染症を機に重要性が再調識された「共助」や「コミユニティ」にふる生澤支

援サービス (買物支援、移動支援など)確保に向けた民間企業や NPO法人等との連携や広域的な

農開、 10T等技術の活用                      :
・特定地域づくり事業推進法を汚甲した申りの早い手の確保

事業群2 簿続竜能な社会の播築め軽めの環境保拿涵酔の提進や環境教育箸め推進
・環境フドバイザーや環境学習総合サイト等を活滝した環境に関する矢□識の普及、

1情報発信等

・生物多様性の恵みに心れる機会の増加と普翼啓発、広報の推進

・県民、事業者、NPO(行政等が連携、協働した環境保全活動の推進
・市町と連携した環境教育を実践する人材育成の推進                :

事業務3 南町の行斃酸基盤の強鮨
・県と市町の人事交流による人材育成

・行財政基盤3盆化に向けた各種研究会の開催

・連携中枢者8市圏等、地功関連携の車援推進

事業群4 県罵と其に敷り組ぬSЭ Gsの推進
・関係団体等と連携した普及、啓発や取組の推進
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●取組の概要

・地1或ビジネスの展開による雇用の創出、営

農体系の確立等集藩ぐるみでの受入態塾

を整備し、集落の魅力や生活環境を発信

す0ことで(移住・定住を促進します。
・農山村集落と都市部の住民、企業等との協
pや連携による棚田、望山など震山村資
源の維持保全活動を推進します。

●めざす姿

・集藩が持つ景観、伝統、文化などの魅力を発

揮しつつ、地域ビジネスの展開や生活環境の

向上にふり、家いして暮らしやすい環境が整

備され、多くの若者等の移住・定住や都市部

との交流が増加し、多様な人達が支えあい、

活躍することで、活気や賑わいがあ心、れてい

る。               1

事業群 囀 農麹村集簸の維持         i
・農山村地域への移住・定住対策  ′

・農山村の持つ多面的機能の維持

・農山村地域における安全・安,t 」`ヽで快適な地功づくり           、

・本県農林業・農山村の応援団づくりのための効果的な情報発信、県民との協l動

事業群空 農曲補幾域全体で稼ぐ仕組み× 珍
・中山間地功に対廟した営需体系の確立
。地研農林業を支える組織の設彦 !推進 I

・坤域ビジネスの展開による農出村地域の活l卜生イヒ
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●めざす姿

・県民の医療・介護・福ネ止への不安が解)|■枠

ている社会となうている。

・高齢者が暮らし続けたい地域で暮らすことが

でき、できるだけ健康な状態を保つとともに、

要介護状態となうでも町要な医療ゃ介護・福

祉サービスが受けられる。

●取孝農の概要

・地域包括ケアシステムの構築に向け多様

な医療サ=ビスを包括的かつ柔軟に提供

することが期待されている総含診療専門

医め養成・確保に取組みます。また、高齢

者の生活支援体制の強化や障害福祉サィ

ビス等の提供体制の充実を図ります。

事業群報 医療提供体制の構築
・離島・八さ地の医療機関への医師の派遣や機器整備に対する支援等による医療の確保

・地域医療や在宅医療等の推進に向けた総合診療医の養成の促進

・関係者との協議等による地功医療構想実現に口けた取組   :   i
・輸番制病院等確保tドクターヘリ運航等ネ刀期黎急から3次救急の総合的な数急医療体待」構築

・DMAT研 4多(策害医療コーデイネート等による災害時における医療の体制強イヒ

・感染症に対応できる病床の確保及び感染憲者へ対応できる設備整備
i

。地域の医療体制維持には、重症化した患者を少なくすることが重要であるためt早期に感染者各把

握し治療につなげる検査体制の充実              ―

・感染症に関する専門的な人材を増やすため、長崎大学等の協力を得て人材育成研修の実施

。ニエズに応じた医薬品や医療機器等の安定供給体制の強化

・防災ヘリコプター等にふる離亭からの急患響送体制の確保<危機管理監>

事業審2 飽鐵色抵ヶクシステムの繕築・充実
・全市町で地域包括ケアシステムを構築するたりの在宅医療・介護連携や介護ラ防の推岸

・生活支援コーデイネ
ニタ=と地功運営組轡 (協議会)等による地功

ニーズの掘り起oし及び対策検

言寸

・健康寿命延伸の■めの、フレイル・倉護ラ防の強化

・ボランデイア団体や地域既存組織等を活用した高齢者の生活支援体制3蛍化

夢業君華3 障害福審止サービス等の据磐体岬の確保・ 禿実

・障害者からの相談を受け支援する従事者を対象としたスキルアウプ研修等による相談支援体
制の

充実

。グループホ‐ム(訪間系サービス等の眸l呆・充実
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●取組の概要  ―

・各交通モードに対し経営安定化のための

支援を実施するとともに、市町の観光振

興やまろづくりなどの地域戦8各と一体と

春つて交通ネットヮークの確立に取り
:組

み、地域公共交通の維持・確保に努めま

す。

●めざす姿

・県民誰与が使いやすく安,bして利用できる地

域公共交通が維持され、県民の地域交通への

不安が解消されていると

事業群輔 飽壌′△`其交通う経曽安定とまらづ<り、観光振興等のゴ白域戦略との連携のl足進
・航路維持等への支援

・地域鉄道の維持等への支援

・路線バスの維持等への支援

・交流人甲の拡大による公共交通の維持・活性化に向けた支援
・離島航空路線の締持・確保等への支援
・持続可能な地期公共交通網の形成に向けた支援     i
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●めざす姿

・県下全域におしヽて、5Gなどの憚高速通信環

境が整備され、全ての県民が豊かで質の高い

生活を送つている。

・ AI、 loTなどの ICT利活用が進み、地域課題

め解決による地頭活性化や産業振興が図られ

ている。

・行政のデジタル化が進展してもヽる。

0取組の概要   :
・本県におけるSoδety5.Oの実現に向|ブた

推進体制を構築 し、宮民連携 による

Society5.Oに対応したサービス提供・活用

の推進や地域課題解決の取組を岸めます。

・ ICTの利活用に跡要不可欠な情報通信基

盤 (光フアイバ等)の整備を促進します。

・行政へAlやRPA等の導入を推進します。

事業群鵡 畿莞te炒5。③宰覇fこ鑢1サ危推進体錦lどの構築
・ながささSocttty5iO推進プラツトフオームの設置

・県内産学官金の連携によるSociety5.O暉メ」応したサービスの提供・活用等の効果的
かつ効率申な

推進や地功課題の解決      |
。Sodety5.Oの時代曝河応する県内産業の育成

,強化      :
。Sodety5.O推進に関する意識啓発           !

事業群2 鑢域を糞える櫨報通信基盤の整篤燿進         
′ |

・県下全域における固定系超高速ブロードバンド(光フアイバ)未整備地区の早期解消

・第5世代移動通信システム (OG)基地局の設置促進        ‐

事業群e 籍政tこ総tするデジ夢ル催の撻進 (女マi静農浴体の実槻)
・多様な働き方を可能とするテレワTクやTV会議の導入促進

3行政手続きのオンライン化

・ Al・ RPA等を活用した業務効率化

,市町における自治体クラウドの導入促進

,行政等の有する情報のオエプンデータ化やビッグデータの利活用促進

・マイナンバーカードの利活用推岸
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0取組の概要

・インフラの老朽化による事故を未然に防

■するため、新技術等を活用し、より戟B各
的な維持管理と老朽化対策を実施しま
す。

0あざす姿               ・

・インフラの朝略的な維持管理 。更新等の実現

により、安全・安,いが確保されている。

夢業群玲 Υンフ語の穀躍的な維持管理、更新晟び剰涵濡の推進
・橋梁、トンネルの維持管理更新

・港湾・海岸施設の維持管理更新

・県管理空港施設の維持管理更新

・′ム`園施設の維持管理更新

・県営住宅の維持管理更新

・ダム、水門、樋門等の)]川関係施設ゐ維持誉速更新
・砂防関1示施設の維持管理更新

・道會制度の活用

・点検や診断、補I多等における新技術の開発協力

・道路、河川等の県管理公共施設の清掃・美化活動を行う団体の活動支援
・土木遺産の価値め向上と利活用

事業群2 民閤資金、進体資産の濁踊
・空き家活用団体への支援
e市街地再開発事業等補助金

・港湾施設の有効活用
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1.将来像

2口 背景

基 本 戦 略

朝略3‐ 2 Jと域の特徴や資源を活かし、夢や希望の持てるまちを創
―
る

■人流や物流を支える高速交通ネットワークが確立され、更なる観光の振興、企業
=地
の促進や物

流の効率イヒが実現している。

■県内の主要都市間の時間短縮、定時性が確保され、地馘間の交流促進や連携強化
が実現してい

る。

■九州新幹線西九州‖ル‐ 卜の開業により、交痴本国の拡大等が図られ、地頼が活性化
している。

■新烏栖～武雄温泉間のフル規格による調可及び工事に着手されている。

■IR整備により、交流人回の拡大による観光、地功経済の活性化t良質な雇用の創出の好循環が

生まれている。                   ｀

■計画的な都市機能の配置により、にざわいがあり持続可能な都市が形成されている。

■景観学習により地域の歴史・文イL・ 営みを知ることで、魅力的な雲観
。まらなみが継承され、地

元への愛香が育まれている。

■若者ア〕`ら高齢者まで幅広い年齢層の県民や来訪者が長崎を「楽しみ」「憩う」ことができ
る都市

環境となつている。           ′

■県庁舎肋地における様′マな交流の場や憩いの空間の整備により、歴史を活かした新たな賑わ
いが

生まれている。

■離島・半島などが有する特有の資源を汚oしながら、しまや半島などの地域活力が維持,活性イヒ

している。

■本県の特色ある歴史や文化芸術による地功活性イしやスポーツによる地域の|ごぎわいづくりが行

われている。

■県民と諸外国の人′マとの相互理解が深まり、地域において幅広い県民参加の国際交流が行われて

いる。

■核兵器のない平不□な世界が実現している。

③現状と時代の壌流

■地方音[を中,いに高速交通ネットワークが未整備の地頭の存在 :

■クルーズ需要が拡大しており、本県への外航クルーズ船寄港数の増加が見込まれる

■九州新幹線西九州ルートが令禾□4年度に開業予定

■新幹線駅周辺や県庁舎跡地、臨海部の整備等の新たなまちづくりや民間による都市開発
の進行

■大村湾に面するハウステンボス地域への IR整備に向けた取組が進行

■離島・半島地域においては地理的な不利条件などから、人□減少、地域酒力のl氏下

■長崎を発祥の地とする「黄葉文イヒ」への関lbの高まり

■東京オリンピック等大型スポーツイベント開催によるスポーツ
ヘの関心の高まり

■入管難民法の改正等、更なる外国人の増加
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②今後の課題

■地域間の交流促進や連携強化を図り、観光の振興や交流人□の拡大、企業立地の促進や物流の
効率化などを支える高速交通ネットワークの確立

■増加するクルーズ需要に対応した受入環境の整備

■九llllll新幹線西九州1ルート (武雄温泉～長崎)の着実なF弄ヨ羊とそのP弄日業効果を高める取組の推進
■九州1新幹線西九州ルート (新鳥栖～武雄温泉)のフル規格による整備の早期実践
■ IR区域認定の獲得とこれに伴う県内・九州内への波及効果の最大化
■新たな賑わいの創出に向けた県庁合跡地の活用

■有人国境離島法関連施策の遷用による人□の社会減の改善、半島地域などが有する魅力的な地
域資源を汚かした交流人国の拡大、移住・定住につながる就業・倉よ業などに向けた取組の推進
E長崎県の特色ある歴史や文化資源の磨き上げと発信
J多様な文化への県民の理解を深め、地域での国際交流の促進            |
甲スポーツ大会やィベントの誘致、国民体育大会等の成果を活かした競技スポエッの振興
■核兵器の悲惨さや非人通性の理解l足進

◇活かすべき本暴の強み、チャンス、ポテンシャル

■海上空港であることや航空管侑じの一きSリモート化により運航時間を延長した長崎空港
■九州新幹線西九llllllルートの整備や IR誘致、県庁舎跡,との整備により、新たな人の流れゃ賑わ
いの倉よ出が期待される

■全国最多の5司 島の離島振興法指定離島を有し、領海等の保全など重要な役害どを担っている
■日本初の国立公園や世界ジオアヽ―クをlまじめ、全国に誇れる優れた自然環境に恵まれている
■観光需要が急速に拡大するアジアとめ近接性を活かした誘客が可能であり、九llllll・ 沖縄 q山□
各県及び経済界との連携により、広域周遊観光の展開が可能
■外来文化の入□として、海外の文イとを受け入れながら、多くの人と交流し発展してきた歴史
■「長崎を最後の被爆地に」との強い思いで関係団体が連携し、平和発信の取組を実施している

こ〕前計画の主な成果

■長崎空港利用者数 (H26:300万人→劇30i327万人)
■九llllll新幹線西九州1ルートなどの人流 と物流を支える交通ネットワークの確立′

成果指標 1高規格幹線遵路等インターチェンジまでSt)分で全ど達□」能な本土面積の害ど合
(H26:65. 5% → H30165. 5%(H3()日 繰 :67.8%)
R2目標 :72.2%)
E「新幹線門業に筒けたアクションプラン」策定 (瀾 31。 3)
■生活に密香した連路の整備による道路ネットワエクの拡充         J
(回県道の供用延長 (緊計)出 28～日30i16.4km)
■スポーツコンベンション参加者数 (旧26:21.4万人→日30126.6万人)
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●めざす姿

・人流や物流を支える高速交通ネツトワークが

確立され、更なる観光の振興、企業立地の促

進や物流の効率化が実現している。

1県内り主要者1市間の時間短縮、定時性が確保

され、地功間め交流促進や連携3蛍化が実現し

ている。          ヽ

●取組の概要

・高規湛幹線連蕗・地功高大見格造路等の馨備

や国内外との交流の拠点となる澄湾の整

備、航空路線の拡充と長崎牢港の運用時

間延長など、:人流や物流を支える交通ネ

ットワークの確車に取り組みます。

事業群輻 艤空躇線の拡充と長瞼宰港の運用時間延長      
―

・長崎空港24時間化における官民連携の推進

・連用時間の延長及び?4時間Iヒ推進に向|ブた空港管理、CIQ等国関係者への協議要請

・国内航空路線の路線誘致の強化

・深夜早朝便搭乗者に向けた受入体制の整備

・深夜早朝便搭乗者のための交渾アクセス確保

事業群彦 高規格幹線遵路・ 鑢域高親格遵蕗溶整
l騰饉よ尋高速交通ネッ静ワ

エ
クの構築

・西九卯H自動車道 (松浦佐メマ道路)の整備促進

。島原道路の整備推進

。西彼杵道路の整備推進

D長崎南北幹線道路の早期事業1ヒ

・東彼杵道路の早期事業化

・島原天草長島連絡道路の実現に向けに取組

・西九州自動車道 (佐 I々Cγ佐世保本塔IC間 4車線化)の整備促進 
―     「

・西九州自動車道 (佐世保大塔 iCγ武雄南iC間 4車線化)の早期着手    |

事業群儀 笠濁tこ密着鬱廷遵路の整備4こ謀る遵躇ネットワ
エクの拡充

・国県道の整備推進

事業群4 国ぬ捧との交流の拠点と姿る港の整鋳
・急増するクルTズ船や定期旅客船に文す応した岸壁等の整備による受入環境の改善

・地頭の産業や人展の暮らしを支える湾湾物流機能の確保

・離島半島地域をはじめとした地馘住民の安定した生活環境を確保する港湾
の整備
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●取組の概要       (
。九州新幹線西九州

'レ

‐卜 (直雄温泉～長

崎)の令不□4年度の香実な開業を自指し
ます。

,申域の魅ヵづくりや既存観光資源の磨き

上げなどの受入体制の構築に向けた取組
を行います。

・新烏栖～武雄温泉間のフ)じ大見格整備の早

期実現に向けた取組を行います。

●めざす姿 |

・九州新幹線西九州ルエトの関業により、交流

人回の拡大等が図られ、地域が活性化してい

る。

:新烏栖～武雄温泉間のフル規格による認可及

び工事に着手されている。

事業群埒 九jlllll新幹線函九 lサllliん―卜の整備l足進              (
・武雄温泉～長惜P自月の令和4年度の着実な開業
,開業を契機とした関係市町と連携したまちづくりの推進            1
・新鳥本西～武雄温泉間のフル規格による整備の実現に向けた官民一体となった取組の推進
・」R長崎本線 (肥前曲□～諌早)の上下分離の実施に向けた鉄道施設の維持管理体制の整備
・」R長崎本線 (肥前山口～諌早)の _止下分離実施後の鉄道施設の確実な維持管理

事業群2 薪幹線関業,こ向tサたアクジ∃ンプランの推進
・問業カウントダウンイベントや現場見学会、レールウォークの開催等による県民の気運醸成
・地域の魅力づくりや崩存観沖資源の磨き上げ、交通事業者等と連携したプロモiシ ョンの実施によ
る誘客促進

・本格運行への移行を視野に入れた広域的な二次交通の実証運行や新幹線と航路をセットにした「レ
ール&クルーズ」商吊等の造成促進に

1よ

る離島を含めた県内各地への周遊l足進
・新幹線で本県を訪れたん々 に滞在期間中楽しく過ごしてもらい、リピ‐ターとなっていただくため
、の,bのこもったおもてなしや「ながささてノ)食」を楽しむ機会の充実などによる満足度向上   

―

。開業に向けた県内事業者の取組|と対する支援や開業を機に高まる本県め認知度を浩かした特産品
の販売促進などによる産業の振興                         ´
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0あざす姿            :
・ lR整備により、交流人□の拡大による観光、
(地
域経済の活性化、県質な犀用の創出の好循

環が生まれている。

・計画的な都市機能の配置により、にぎわいが

あり持続可能な都市が形成されている9
,景観学習により地域の歴史と堂イヒ・営みを知

ることで、魅力的な景観。まらなみが継承さ

れ、地元への愛着が育まれている。

・若者から高齢者まで幅磨い年蛉層の県民や来

読者が長崎を「楽しみ」「憩う」ことがで書る

都市環境となっている。     |
・県庁舎跡地における様′マな交流の場や憩いの

_空間の整備により、歴史を活かした新たな張

わいが生まれている。

●取組の概要        ―

・特
凸
疋複合観光施設 (IR)区研の整備を目

指すとともに(本県を訪れた声の周淳を

促すよう交通アクセスの強イ攀を耳りま

す。

・九州新幹線西九州ルートの開業後のまち

づくりを見据えて、都市の再生や景観形

成を推進します。

1県庁舎跡地の歴史を活かした新たな賑わ

いの場の倉」設や効果的な運営の仕組みづ

くりを進めます。

事業群篭 犠燈複含畿光建設 (患 R)辱域の整備  「
・県民の理解を深めるための説明会その他い報活動

・九llllll・ 沖縄・山口各県及び経済界と連携した「オール九州」によゃ政府等への要望活動

。民Fa日事業者の公募・選定

。区功整備言十画の策定

。IR整備に伴う県内・九州内への波及抑果の最大イしに向けた検討

・区域整備計画の認定申請

・交通アクセス強化。連携

| 。懸念事項八の対策t連携・協lttl体制の構築

事業群2 長崎南幹央部のグラ鬱ドデザイン
・者i市・居住環境整備基本計画や車点4エリアにおけるまちづくりの推進

。新幹線開業に向けて、長崎駅周辺区域の機能的で魅力ある都市環
境倉」出を目的とした、専門家と事

業実施機関によるデザイン検引・調妻
Ь長崎港周辺におけるアーバンデザインシステムを活用した、先導性が高く、景

観的に優れF施設整

備の推進

。新幹線開業後や民間都市開発の状況を見据え、賑わいのあるまら
づくりに向けて、地元自治体と共

に民間開発事業者とも連携を図りながら都市・居住環境整備基本計画や重点
4エリアの整備計画

を見直し
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。優良な民間都市開発事業への支援、促進

事業群8 県康舎跡麹整備の学l自進
e県庁合跡地に整備する主要機能及びその詳細な機能並びに規模等の検討
。長崎市の中,L｀」ヽ部における県庁合跡地の歴史を活かした新たな賑わいの場の創設
・賑わい創出や交流人□の拡大のための機能等の整備と企画運営の仕組みづくり

事業群4 朦の整鱚や綴幹織の関業等を見据えた大種潅周遷幾域の活性ぞ毬
。MaaSをはじめとする新たなモビリティサービス奪入の推進

事業群 5 帝鬱色連携鬱筵最綴教育の推進
・景観行政団体及び同団体への移行を目指す市町の景観計画策定等を支援
・広域エリアにおける市町と連携した景観教育の推進

・土也頭景観の核となっている建造物等の登録、周知及びその保全・活用事業の支援       |
。住民や県市町の美しい景観形成を目指した取組に対する関係分野の専門家の派遣
・地1或の魅力ある景観形成を先導するための、県施行の公共施設等整備事業に対する専門家によるデ
ザイン支援

。日本風景街道を舞合にした国・県 P関係市町・年民団体等の多様な主体による協働での地域資源を
活ア〕`した広功エリア・ルートの雲観形成
。景観教育の推進

事襲群6 都南機鍵硲集罐ぞ継筵ょる籍率饉恋薪衛触溶彫威
・都市計画基礎調査の実施

・立地運正イヒ計画作成の推進、取組実施への支援

・街路事業の推進
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●めざす姿

!離島・半島などが有する特有の資源を酒かし

ながら、しまや半島などの地馘活力が維持・

活性化している。

●取組の概要
.

◆離島や半島などの地域が有する豊かな自

然や歴史、文化などの資源を活かし、産業

振興や交流人口の拡大等による地功活性

イヒを推進します。

・長崎を特徴づける国立公園・ジオパーク等

の自然を地域資源として活用します。

事業群輻 しまの資源を涵かじ筵地域活性で鼈

・有人国境離島法関連施策の積極的な活用による人□の社会減の改善

・高校生の離島留学制度を活用した魅力ある学校づくりの推進

。しまの魅力を活かした滞在型観光の推進

・ しまの若者の地元定着やUIターン者の拡大に資する島内企業の人材確保の促進

・ UI夕▼ン者のしまでの倉」業や、島外事業者の新たな事業展開の促進

。しまの産品の商品力向上や販路拡大等による生産者の事業拡大の促進

事業群2 歯鐵の特儀を麗かし筵鑢域発のプ鰹ジエクトの推進

・大都市圏や福岡都市箇などに対しての情報発信の強化や地域資源の利活用な
と、半島市町の広戯

連携による交流人口拡大及び足住促進を推進
ィ

・肥前窯業圏や千拓資源・ジオパークなど、各地頭の特色や魅力的なl也域資源々活
かした地功活性化

の取組を1足進

事業欝8 丸Jlll峙各県等との連携1こ基る取縄推進
・佐賀県との連携による観光誘客

一 九州・山□が一体となった移住促進
E担い手の確保

・空港連携の検討

事業群4 広域連携の推進 1こよる県北飽期の藩性能
。肥前窯業国の活性化に向けた取組    :
・伊万里湾周辺自治体等における地域資源宥活用したよ也頭活性イL

・」R佐世保線の高速化による輸送改善       
′

事業群 5 鑢域振興めたのの自然資源の涵用
・ 自然公国等におけるインバウンド受入環境整炉9推進

。国立公園雲仙の滞在環境上質イヒ

。国立
′ム
｀
園とジォパーク等の連携
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●取組の概要

・歴史や文化芸術による地域づくりやそれ

を担う人材の育成、文rL資源を活用した

地域の取組を支援します。
・ V・フアーレン長崎との連携による地域活

性化や、スポーッを通した国際交流の推

達に努めます。

●めざす姿

・本県の特色ある歴史や文化芸術による地域活

性化やスポーツによる地域のにぎわいづくり

が行われている。

事業群 1 歴史や文1と芸術による地域活性化
。日本遺産第 1号として認定された「国境の島 壱岐・対馬・五島」や2つの世界遺産 (明治日本の
産業革命遺産、長崎と天革地方の潜伏キリシタン関連遺産)のような、本県ならではの特色ある歴
史や文rヒ芸術のストーリー性を重視した効果的なl青報発信

・県ぬ各地1或が持つ文Fし資源を自ら主体的に活用する取組に対する集中的な支援
・孫文と樽屋座吉、隠元など、長崎ゆかりの偉人のさらなる顕彰を通じた中国との交流拡大
・地域の文化資源の磨き上げ

・離島地域が取り組む文化芸術の多様な取組を総合芸術祭として一体的に実施
・継続的な

~石
手芸術家の支援及び若者の企画立案能力向上を図るための人材育成

。本県を舞台とした作品の創作支援、出版社等との幅広い人的ネットワークの構築
‐

。長崎県美術館、長崎歴史文化博物館、孫文・梅屋ミュージアム等の活動の充実
・障害者の文1“芸術活動等による社会参加あ推進

事業群2 スポーッによる地域活性1と
。地域密着聖クラブチームと連携した地域活性化の推進

・長崎スタジア小シテイプロジェクトと連携しを地生或活性1とにつながる各種スポエツイベント等の
誘致協力

・スポーツ施設や恵まれた自然環境を適用し、地朝が主体となったスポーツ合宿・大会の誘致健進
・障害者のスポーツ活動等による社会参加の推進
。国内及び近隣諸国でFttB催される国際大会1こ向けた海外チームキャンプ誘致の推進
・スポーツを通した国際交流の推進や、本県のl盾報発信

事業群 3 伝統文化の継承と文化財の保存・ 活用
・次世代への日本の伝統文イし、地域の郷土芸能を継承していく機運を醸成するため、「長崎県の文化
財公開月間』等の事業の実施

・文化財の とその活用のに進
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事業群4 競綾スポーツの推進   :
・選手の発達農階に応じた

二貫キ旨導システムの充崇  :
と世界の舞台へ羽ばたく選手の育成・ 3傘化

・地功や競技ゐ特性に応した指導体制の充実 ′      ―

・スポエウ医・科学を活用した子旨導者・選手サポ■Ⅲl本需Jの充実
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0取組の概要
。地域で活動する民間団体の国際交流を支

援します。

・被爆体験を継承 。発信します。

●めざす姿

・県民と諸タト国の人プマとの相互理解が深まり、

地域において幅広い県民参加の国際交流が行

われている。

・核兵器のなしヽ平和な世界が実現している。

事業群 弩 国際交流の推進
・反好都市と連携した国際交流の推進

｀

!・ 県民の国際理解の促進と地域で活動する民間団体の文化。スポーツなど幅広い分野での国際交流の

促進

・ 」匡T青年 (CIR、 ALT、 SEA)の 活躍推進
・ ICTを活用した交流の環境整備                      .

事業群 2 核兵器のない早穂な世界の実現とこ踵患サた発信
。被爆体験の継承

。長崎大学核兵器廃絶研究センターと連携した専門的見地からの取組

・ NGO等 県民レベルでの平和活動のl足進
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1電 将来像

戦母呂3T3 安全安心で快適な地域を創る

■県民一人一人の自主防犯意識や交通安全意識の高揚が図られ、県民が安全に安
Jいして暮ぅして

い る 。

山食品の高い安全性が確保され県兵が安,いして食生活を送ることができる。

■県民の日′マの湾費生活が安lt｀」lして営まれている。

■ハード・ソフトー体となつた8方災・減災対策の奈実により地域防災ぬが向
上し、洪水や土砂受害、

地震等の自然災害から県民の生命・財産が守られている。

■ごみのない、持続可能な資源循環型社会が形成されるととも
に、下水道や浄化槽などが整備さ

れ、県民が快適に碁らせる生活環境が確保されている。

■環境にやさしく、気候変動 (地球温暖化)影基にも適おした生活や事業活動が営まれ、
低炭素・

資族循崇型の持続可0ヒな社会が実現している。

口多様な主体により生物
夕夕様性や豊かな自然環境が會られ、様皮なひとが自然とふれあえる環

境

が整つている。

①現状と時代の溺流

■少子高齢化に伴う1也戦の防犯・防受・交通安全活動の担い手不足

■サイバー犯罪の高度化 P多様化、若者会の薬物乱用の広がり、高齢運転
者による事故の懸念

■食品の安全 ,安心に関連する情報の氾濫

■消費者トラブルが悪質・巧妙イしするとともに、社会経済情勢により新たな
手□が次展に発生して

おり、高齢者の消費者被害や成年年齢SI下げ等による苔年層の消費者被害
の増加が懸念

■未曾有の集中豪雨や巨大台風による洪水や土砂災害等の頻発イヒ
・激甚イし、及び大地震への懸念

■防災における広域連携の町要性の高言り

■外国由来のごみが、毎年、大量に漂香するほか、国際的に海洋プラステッ
クごみが問題化

山パリ協定に基づく世界全体での気爆変動 (地球温暖イヒ)対策 (緩和と適応)の気運の高まり

山気候変動等の影響による野生生物の生息生甫環境の変イヒ

②今後の課題

■子供・女性・高齢者等に係る犯罪被害の予防や自主防犯活動の活性化、サ
イバーセキユリテイ対

策、交通死亡事故抑止対策、若者に対する薬物乱用[方止啓発活動の更な
る推進

■県民が食品の安全 ,安心に関連する情報を正しく理解し取捨選択
できるような取組

■学校・.地域・家庭における消費煮教育の推進

■防災情報の迅速。正確な把握と関係機関との共有イヒ

■公ロノもとともに、自助・共助による事前[方焚の意識を高め、連携を促進

■自然災害に備えた施設整備や警戒避難体制構築の推進

■離島や小規模な市町の消防の体布J強化

2H背景
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■持続白0な資源循環聖社会の形成に向けた更なる廃棄物の発生抑制、リサイクル等への取組
■環境と経済成長との好循環による持続可能な低炭素社会の実現1と向けた取組

甲気候変動等による生態系への影響把握のための調査の実施及び関係機関等との情報共有
■気候変動 (地球温暖化)影響をラロ,も・軽減するための適応策の普及

③活かすべき本県の強み、チヤンス、ポ手ンシヤ,レ

■遇ム5年 FttBの長崎県のぢE罪率 (人□10万人当たりの別法ぢ邑認宏8件導)は、全国第2位又は第3
位と、全国トップクラスの治安水準を維持

甲過去の災害の経験を踏まえたロブ葛災対策、自衛隊基地の存在と緊密な連携体制
■県全体の温室効果ガス排出量は、2012(平成24)年度から2046(平成28)年度までの4
年間で甲全体 (6.5%)を上回る 17.6%減少
■大小約600の島々 や2つの国立公錮を有しており、本県ならではの生物多様性及び優れた景観
や自然環境の宝庫

④前計画の主な成果

■自然災害による死者数O人を継続
■自主a′う災組織率 (出27:58.7%→日31:70.4%)
■大気環境基準の達成率

(H26年度 :78%→日SO年度 :38%)
■汗」法犯認知件数の減少 (H26年 16,017件→Rl:3,394件 )

92

-110-



0めざす姿

・県民一人T人の自主防犯意識や交通安全言識

の高揚が図られ、県民が安全に安!bして暮ら

している。

●取組の概要

,地頭住民、事業者、肇察、行正女等が一体と

なつて、地頭安全活動、各不重犯罪文す策、交

通安全対策等を推進し、犯罪が起きにく

く交通事故の少ないまちづくりに取り組

みます。

事業群輻 蜜全・安心奪実感できる社会づくつの推進
・広報啓発。防犯カメラの効果的活用等による子供・女性

と高齢者等を守る総合的な犯罪ラ防対策の

推進                       !
。自主防犯意識の高揚及び自

=防
犯活動の活性化対策の準進

・歯係本幾関とあ連携を含む少年を取り巻く環環の健牟化

・テ由を未然に防止するための宮民一体となつた対策、訓練等の実施

・犯罪被害者等に対する支援の充実  ・ ,

事業群2 交通安全対策の推進
・交通安全運動、交通安全教育、交通埠導取締り、交通安全施設の整備、運転免許行政の推進等の

総合的な交澤安全対策の準進                          :
・参独B・ 体験型の交通安全教育の実綽等による高齢運転者と歩行者の交通死亡事故与

[β止対策の推淳

事業群3 交通輩拿確保奪こ薗tすた遷学路磐の婆艤
・交通安全対策の推進

事業群為 組織犯罪麹祭の推進
・暴力国排除活動、暴力団等による犯罪に対する取締りの徹底等、暴力団総合対策

の推進

・港在イヒする薬物銃器事犯に落」する取締りの御廃及び根絶に向けた広報啓発活動の推進  
―

・関係機関と連携しF在宰ダト国人の寮牟確保に向けた総合対策の推進

と薬物舌し用を許さないネ主会環境をつくるため、学校、地馘における薬物乱用[方
止教室を始めとする

各種広報啓発活動の推進

事業群5 サコFバエ空饉の安全確保t再向4サた麹築の推進
iサイバ‐セキユリテイ意識の高揚に向けた情報発信及び広報啓発活動の推進

・多様イヒするサイバー空間の脅威に対処するための人材育成及び態勢整備の推進
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●取組の概要

・食中毒の1,葛止対策に取り組むとともに、食

品の安全 ,安心に関する正確でわかりや

すい情報を発信します。

・行政、地域等が連携して、高齢者等をター

ゲットに悪質・ 16妙化する消費者トラブ

ルの防止や被害の救済等に取り組みま

す。

●めざす姿

・食品の高い安全性が確保され県民が安心して

食生活を送ることができる。

・県民の日々の消費生活が安心して営まれてい

る。

事業群1 食品の高い安全性の確保
・食品製造施設、飲食店等の監視・指導による食中毒等の健康被害の発生防止
・流通している食品等の収去検査・モニタリング検査による基準に適合しない食品の排除
・食品営業施設、と畜場、食鳥処理場での日ACCPによる衛生管理手法の定着
・生産者へと畜検査デニタを選元し、家畜の疾応対策を支援

事業群2 食品の安全性に関する理解健逢
・食品の安全性に関する意見交換会や請習会を積極的に実施

・ホームページや FeCebookな どを活用した食に関する情報提供の充実   ´
・食品 110番による苦情や相談を受け、調査・指導を実施するなど、食品表示の通正化を推進

事業群3 消費生′活苦情相談の実施
。消費生活センター専閣本目談員による苦惰相談の実施
・市町の消費生活センター・樋談窓□の維持・強化など市町の取組みを支援

事業群4 再齢者等の消費者トラフ,♭の未燃Dヨ止・拡大鮪止
・関係機関と連携した啓発や講座の関催など、独居高齢者等へ注意喚起等を実施
・事業者への立入検査や指導、悪質な事業者への行政処分による商取引や規格表示の適正化
。高齢者等弱者の見守リネットワークを活用した消費者保護

事業群 5 消費者教育の推進
。消費生活学習会等への講師の派遣

・県立高校等における授業支援

・関1系機関と連携した消費者教育の推進
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●取組の概要 ・

・自然災害に備えた施設
束整備を推進するとと

もに、警戒逹難体布」の構築、イベント等守渾

じた[方災意識の向上等に取り組みますP

・消[方団員の確保と消]方団の円滑かつ的確な

活動を推進します。

●めざす姿             |
・ハード・ソフトー体となつた防災・減災

対策の充実により地域B方災力が向上し、

洪水や土砂災害t地震等の自然災害から

県民の生命・財産が守られている。

事業群輻 総合蜘な陸簗、危機管理体制の機築           !
・各不重災害情報の共有及び伝達体制の強化

・24時間体需」の警戒・監ネ見体制、総合防災ネットワークシステムの充実

。日方災ヘリコプターの運航及び防災航空隊の運営

・F方災行政無線の運用、管理、更新

・関係団体等との災害協定の締結の促進及び防受推進員の養成

・GISを活用した各種災害情報の暴有や雨尋・水位データⅢ又集経路の運用、管理、1更祈

・スマニトフオンアプリを活用した羮害情報の発信・収集            ,
・防災関連イベント等を通した防策意識の向上

。長崎県市町消防広域イヒ推進計画等に基づく常備消防体制の維持3会化に向
けた検討の推進

i市町との連携にょる避難所におけや良好な生活環境の確保 (感染症対策を含む)

事業群2 各蘊受害の塀模を想定じた防錠剖t練、有事発生時の輝廊訓線の央施
・総合B方受訓練i原子力防災訓練

・石油ヨンビナート等総合防災訓練 (指定区域でのタンク火災等を想定)

。国民保護訓練    、
と雲1山岳火山防災ヨ|1練

事業群8 原子ん隣羮対策の撻逸～:施域選難麺策の雄逢      
カ

・緊急被ばく医療品、[方護用品等の原子力防災資機材等の整備

:康子力災害8寺の-9寺避難揮設の整備、避難行動要支援者に係る避難計画
策定の推進

B県域を越えた広頭的避難声0策の推進

事業群4 鴻隣國を尊稼とした地域鱗無力の発実強他   :
:消防箇への加入の促進t特 |こ、女性や若年層への取り響みを準進

・消防団員の教育訓練の充実

。消E′芭団活動の支長のため、事業所等とり連携を強化

。自主防災組織結成促進のため研4多等の実施、地戯]方受リーダ=の育成
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・地上或住民への防災知識普及の取組を推進
・消:方団こ自主防災組織等との連携の強化

事業群疹 随災・減愛対策の筵翰の国童畿靱他の縫進
・河川の氾濫防止対策、ダムの整備、土石流対策や地すべり対策、急傾斜地崩壊対策施設整備の推進
・河川の想定される最大規模の降雨による浸水智定区域図の策定、土砂災害豊戒区域等指定や、市町
のィヽザードマップ作成支援等の避難対策推進
。道路の防受対策や高規格幹線道路、!地域高規格道路の整備による避難路、輸送路の確保
・橋梁の耐震対策

・道路の無電柱化の推進
。人流・物流の拠点となる港湾の防災・減災対策の推進
・台風等による高潮・波浪等被害への対策
。市街地再P弄日発事業や土地区画整理事業の推進

事業群6 僅宅馬建築物の顧縦他の罐進
・長崎県建築物耐震イヒ事業

・長崎県大規模建築物耐震化支援事業

・耐震・安jbすまいづくり支援事業

・空き家特措法による市町の空き象対策の支援
。危険ブロック塀等除却事業  |
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●め君す姿

・ごみのない、持続可能な資源循環型社会が形

成されるとともに、下水道や浄化槽などが整

備されて県民が快適に暮らせる生活環境が確

保されている。

●取組の概要

。大村湾や諌早湾千拓調整池の水質改善を

図ります。

・海域や河川などの水質保全による生活環

境の向上を図ります。

・長崎県海岸漂音物対策推進計画に基づき、

回収処理、発生抑制対策を推進します。

事業群増 大補港・諌早途干拓調整達の水質改善
,大村湾1諫早湾干拓調整池の水軍改善   '
・大村湾周辺の里海づくり

事業群2 大気渇梁鈎質対策等の推進
・工場・事業場の監視埠導等に本る大気環境の保全

。大気環境の常時監視

事業群 3 水環境の保全の推進
・下水道・浄化槽等の整備に対する支援

・下水道施設の高度処理化の推進 /
・工場・事業場の排水監視等による水環境の保全

・水環境の常B昔監視     l  i

事業癬4 躊棄物の奈鳳と通正処理の推進
・4R(ごみの発生抑制、排出抑制、再使用、再生利用)の推進

・ながさき環境県民会議を中心

“

レF県民運動の実施

。食品ロス削減の推進

・監視パト山―ルによる不法投棄の未然日方止、早期発見、早期指導

・排出事業者及び産業廃棄物処理事業者に対する適正処理指準及び優良産業廃棄物処理業
者の育成

・ポリ塩イヒビフエニル (PCB)廃棄物の適T処理の実施
ヽ

事業群5 プラスチツクごみ対簗の推洋           |
。レジ袋有料化等によるプラスチック製品の使用抑制、適正な分別・処理によるプラ

スチックごみの

リサイクル、発生抑制の推進

・菓、市町における海岸漂香物等の回収処理、発生与丁日制対策の実施
・
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0取組の概要

・環境と経済成長との好循環を意識しなが

ら、県界、事業者、行政等が連携・協力し、

地球温暖化防止活動を実践するととも

に、気候変動 (地球温暖化)|こよる影響を

ラIメ芭・軽減するための適応策を普及促進

します。

●めざす姿

・環境にやさしく、気捩変動 (地球温暖化)影
響にも適応した生活や事業活動が営まれ、低

炭素・資源循環型の持続可能な社会が実現し

てしヽる。

事業群1 節電や省エネルギr等の取組推進
・未来環境条例に基づく特定事業者制度 (一定規模の事業者を対象に温窒効果ガスの排出
削減)                 ヽ               ィ

、・なん帯さき環境県震会議や環境潜動団体と連携した省ェネ活動等の普及促進 (家庭、事業
者)
。九州版炭素マイレ=ジ

制度 (九サ11各県と連携した広1或的な普及活動)や 」―クレジット制度
等の活用l足進

・既存住宅の断熱リフォームの推進

・県有穂設の省五ネルギーィヒの推進

・Z圧日 (ネ ット・ゼロ・ェネルギーハウス)、 zEB(ネット・ゼロ・ エネルギービル)の普
及

・地域特性 (斜面地、落佳島等)を踏まえつつて地域課題 (高齢化、交通空自地域)の解決に
もつながるようなスマiトムープの展関t EV等の次世代自動車の普及

事業群2 蟻炭素で災雷にも強しヽまちづくり
,一般住宅、事業場、ノム`其施設における太陽光発電設備等の普及促進
・災審時の太陽光発電や蟄電池 。LV活用によるレジリエンスの庖上
・家庭での太陽光発電 (卒 Fl■ )の自家消費拡大     i

事業群3 気候変動への通応策の更なる推進
。長臆県地球温暖1ヒ (気候変動)通応計画の策定、気候変動適応策の雄進
・気候変動適癌法に基づく地域気候変動適魅センターによるll蒼報発信等を通じた理解醸成
・県民などの幅広い関係者による適癌策の香実な推進
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●めざす姿 f

・多様な主体により生物
夕夕様性や豊かな自然環

境が會られ、様寂なひとが自然と心ヽれあえる

環境が整つていると

夢業群発 生物多様性の保全
・生態系に対する気候変動等所響監岬モニタリング及び生物多様性

に係るデータベースの

構築

?希少種や外来種等に係る条例などの大見制的手法による保全    !
P増えすぎた烏獣や人施的に持ち込まれた外来種による生態系被善日方止のため

の姫標等の

実施                            、

事業群2 多様な主体峰よる参圃 i    t全
活動に対する支援制度の充実・各政、民間、NPO等による生牛勿多様性保

・里地里山等四季を通じセ多 l、重
夕夕様な自然と,3れぁい学べる各不重沼動の与佳連取び支援

"」

度

の倉」設               |ィ  ′           Ⅲ

事業群e 自然と心れてT砂う′ム`国施設つくり
・老朽イとした施設の安全確保及び計画的更新

・子供や老入等誰モも利用じおすいユ手バーサルデザインの推進
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1ぅ ながさき しまの創 生プロジェクト (継続)<名称変更>

(背景等)           、

○本県は、全国最多の 51島の悪饉島振興法子旨定離島を有し、県土面不黄の約 4割が離島であ
る全国―の離島県である。
○貌計画のプ□ジエクト (gしまは 本の宝』戦個各)の 白包である「 しまの人 減少に歯日 目 □

止めをかける」を継続しながら、2017年度施行の「有人国境離島法」関連施策の推進
によって、 しま にあることに加え、海洋エネルギー産業の振興な
ど、先端技術を取り入れた実証等の推進や、世界遺産登録等を背景に民Fag投資の酒発化
の動き、さらには常不□5年 3月末に現行の「護島振興法」が期I艮を迎えることなどを踏
まえて、内容の充実を る。

(方向性)
Oしまの地域資源を最大限に活かした産業活性1ヒと交流人□拡大
・国境離島交付金等の積極適用による各しまの特色を活かした良質な雇用の場の創出。しまの産品 (農水産品・加工品)の振興による消費者視点を重視した宮罠‐体となつ
たプ囲ジェクトの推進  など
○しまの産業を支える人材の確保と不多住l足進等による社会減の改善
・ しまの若者の地元定着や∪|ターン者の拡大に費する島内企業の人材確保の促進
◆しまの基幹産業である縫林水産業の人材確保・育成  など
○しまの不利条件の売蹟としまの重要性の発信
・住民の航路・航空路運策の極廉化と震林水産品の輸送コストヘの支援
・しまの産業振興や都市音8からの移住促進等に不可欠な次芭代通信規格の基盤整備を
l足進  など

(背景等)
○新興国の経済成長とビCCの普及により、人とモノの流れが拡大する中、インバウンド
及び国際航空路線の誘致の地域 F8日競多が激1ヒ している。

9本県ならではの海外との歴史的な交流の積み重ねと、経済成長著しいアジアヘの最前線
に惇置する地理白匂優位性を渚かし、カジァをはしめとした海外の洒力を取り込み、本県
経済の活性化を目揺す。
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2.アジア・国際戦略 (継続)
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(方向性)                      …
○インバウンド観光の拡大

       k市 場分析に基づいた勃略的な情報発信・アジアを中,いとした外国人観光客の誘窪
:。
クル■ズ客船の誘至文と宥港l也周遊観光の推進

・菌際定期航空路線の新矢見開設、国際チャ=ター便の誘致  など
0県産品の輸出拡大
・新たな輸出に取り組む県内企業の掘り起こし及び1固別アドメドイス等の輸出革援体制の

確立
:既存ルートによる県産品輸出の量的拡本と新にな海外への商流の開才石  など
○県内企業等の海外展 Fテ子日支援

・金融機関、商工団体等の支援機関生連}為
住した各企業の状況に廟じた支援  など

!○スポマジを活用した交流・地頭づくり
・海外チームのキャンプ誘致、スポーツを通した国際交流のl足進  など
。堤霊彗:認と基舗と歪繁最銚あ磁 本県あ話郭蓬注びプじゃう永占上と向とた晴
報発信
: など

○海外人材受入l足進・国際人材育成

・外国人梅の受入促進による県内産業の汚性イヒ、外国人が安心して安全に生活できる多
=文
化共生社会の推連        :ニ ションカの向上、教賞の指導力・英語力あ・小中高、各年代に応じ存英語コミュニウ

向上 など                  !   「

○アジアの環境Fロロ題への貢南犬

・アジアの環境改善に向けた活動に対する自治体レベルでの支援  など

(背景等)               D再
開発事業等、野間の投資を含めた新しいO令禾□4年度の開業に向け、新幹線駅周辺6

まちづくりが進んでいる。

O新幹線駅周辺の新しいまちづくりが進み、にぎわいの拠点となるとともに、甲業効果を

沿線地域だけでなく、県】ヒ地域、島原半島、離島地域など、県内全域及ぴ西九
llllll地りに

及ぼすことを目指す。

(方向性)    i
OP汗日業に向けて宮民一体となうて取り組むための気運醸成      

…

・専用webサイトやSNS、 広幸艦志や余報誌等を活用した開業PRの実施
そi関業前の節目における開業フォーラムやレ=リ

レウォニクなどのイベント実施  など
O交流人□拡大のため県外からの誘客促達
・地域の魅力づくりや既存観光資源の磨き上げなどの受入体需」の構築に向けた地頭の取
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3.新幹線開業効果拡大プロジエクト(継続)<名称変更>
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組への支援
・」R各社や私鉄等の鉄道会社と違擁した広域的なキャンベーン実施  など
OFデロ業効果を広く波及させるため県内各主也への周遊促進
・新たな者S市間交通縄の構築に向けた実訂渾行の実施
・「新幹線」と「航星各」をセットにした「レール&クルーズ」商品等の造成健進 など
○閑業効果を持続化させるため旅行満足度向上によるリピーター獲得
・
'い
のこもったおもてなしなどの受入体舗」の橋築に向けた地域の取組への支援

・「長崎県の魚愛用店どや「長崎不8牛指定店」など県産食材を積極的に活用iし、魅力を
発信する欲虔店の利用促進  など
○関業によるビジネスチャンスを活かした産業振興
,地朝の特産品や工芸品等を活用した新商品開発などの取組への支援
・農商工連焼による新商品の開発や販I各開拓などの取組への支援  など

(青景等)
02040年と!買までに、人□減少と少子高齢1とが一段と進み、現役世代が急激に激少すると
また人生100年時代を迎える中、県民誰もがより長く元気に濫躍できる県づくりは8契緊
の課題。

○まらづくり、観光資源、スポエッ等のレクリエーションと一体となつた健康づくりの取
り組みを進める。また、◆後は loTの進1とすこよつて、ウエアラブル機器 (スマートウオ
ッチ等)の普及が手想されることから、そうした技術の活用も†̀見野に入れる。

(方向性》

O疾病季8′う
・ メタボリックシンド倒―ム (内臓B旨骨落症候群)に着目した特定健診の受診率向上の
取組

・がんの早期発見・早鶏治療のためのがん検診のl足進  など    ヽ
O健康ユ曽進
・県民運動の展開による県民が健康づくりに楽しく・継続できる環境づくり
,総合型地域スポーックラブの育成支援t連携による健康考命延仲  など
0次世代の健康づくり
。学校独自の体方向上アクションプランの実施による子どもたちの体力庖上推進
。大学と連携した若者世代への良奮推進事業  など
○健康になる街づくり
・「ながさき県民大学この充実など県民のエーズに対応した生涯学習環境の整備
・県立都市′ム`園における健康遊具の設置 など
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4i健康長寿日本―プロジェクト(新規)
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5.スマート社会実現プロジエクト(新規)

(背景等)
o若者の県外流出止ょり生産年齢人□のりうが進行し、産業の担い手が減少する中、AI(

1。Tt由ボットtビツグデ■夕など、「第 4次産業手命」とB乎げれゃ新たな子支術革新び、

これまでにないスピ‐ドで進展している心
差基デジタルイヒが進むとともに、人の者え方、〇新型コロす感染産の拡大により、社会の急:

l動き方の大きな変イヒヘの対応が聰穿生なつていると

O本県において、AI、 loT、 ロボツト(ビッグデT夕とし`った先端技術の利活角による地リ
課題の解決、地域経済の活性イし、県内産業の振興というたSodety5,Oの実現を目指す。

(方向性)

○超高速プロードバンド環境の整備

・条件不利地期などにおける超高速ブロードバンド (光フアイバ)利用可能芭帯カバ
ー

率の向上  |
:離島内における通信速度の確保

OiCT利活用による豊かで質の高い県民生活の実現    、 i
・医療情報ネットウ▼クの機能強イヒによる医療体需」の充実 (離島における遠I扇画像シ断

支援システムの広域展P弄日など)

1・ 遠[高授業(本上一離島間含む)体行」の構築  など            :

OiCT利 濫滝止よる新産業の創山t地揚産業振興及び地域振興         :
・AI・ IoT・ ロボツト、5G、 ドローンを酒廂した新産業・新サ■ビス創出
・スマート農業、スや―卜水産業による生産性の向上

・高精度な漁場予沢」等のスマート水産業の推進  など

0県・市町におけるデジタルイヒの推洋
!様ノマな社会環境に対応できる BOP(事業継続計画)蒐」策や多様なl動き方のためのモバ

イルワーク (テレワーク)の推進
,スマート自治体への転キ興  など

(背景等)
〇本県は全国よりも早く人□河少や高齢イLが進むとともにヽ若年層を中心に人口の県外流
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など

6.人材確保 B定着プロジエクト(新規)

出が加速 している。

-121-



○魅力白旬で良質な雇用・就業の場の拡大、U・ |ターン者や外国人材を含め多様な人本をの活
躍を駆るとともに、県内で育成された人本オが県内の様′マな産業を担い潜躍し、県肉産業
が活性化することを目指す。

(方向性)
o新卒者 (高校生t大学生)、 中途人本オ(不多住者等)、 外国人材の確保,定巻。
・郷土長崎に愛構と語りをもち、地域を担おうとする人材を奮む心、るさと教育の推進
・関連機関と連撓した雷学生の県内就職支援  など           !
O各産業における採用力強化や人材定替。
・ I情報発信等による認知度向上・魅力発信                 、
・雇用環境の改善等にょる人材の定蓄 など
○各産業と人材のマッチングS蛍化。
,人材活燿支援センタ

=等
を活用したやッチング支援

・人材と各産業を緊ぐ関係機関との連携  など

(背景等)
0近年、日本各地
おり、気候変動
―念されている。

○災害に強い社会基盤の整備充実や自然災善に対するハード文ゴ策とソフト対策の一体的な
推進、インフラの軸巴各白色な維持管理・更新等の実現により安全・安 lt 多``の確保を図り、風
ノよ害 。地震などによる死者数O人を目指す。

(方向性)        '     1                  ｀

O「命を會る」(国主強靱化の推進や適切な情報伝達)
i ・災害に強い社会基盤や自然災審に備えた施設の充実
・市町との連携|こよる避難所における良好な生活環境のも雀保 (感染症対策を含も`)
など

O「自ら守る」(地域・県民の略災力強化)
・ B′葛災教育の推進
・連切な避難行動の周知 など |

O「命を救うJ(発災時の対応力強化)
・被業者の避難誘導及び救出救aカ
・災害8きにおける保健医療福祉の体待」3蛍イし など
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で線状降水帯を伴うゲリラ嚢雨や、台風、地震等による災審が多発して
による大雨の頻度

'曽

ぬE・ 台風の大型化等に伴う災害の頻発・激甚化も懸

7.災害から命を守るプロジェクト(新規)
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地域別計画(素案骨子)

本県は、2025年 に高齢者人口がピークを迎え、2040年には生産年齢人口が5割を

切る見通しとなうているなどt全国と比が早い速度そ人口減少や高齢化が達んでおり、近い

将来、地域経済の縮小t地域コミ■ニテイの衰退、生活支援機能の低下など、地域住民の日

常生活に深刻な影響をみばすことが想定されており、地域の活性化対策は県政の重要な課題

となつている。                               ＼

しかしながら、県内各地域は、独特の歴史や文化t豊かな自然など豊富な地域資源を有す

るとともに、県内には、新幹線開業やIR誘致など新たな動きが出て吉ており、地域活性化、

経済活性化のチヤンスが到来している。

このようなや、今後、 10年、20年先を見据え、現段階から各地域の特色ある地域資源

や特性を活かした地域主体の地域づくりを導め、地域活性イとにうなげるため、今後の地域
づ

くりの指針としてt地域の特徴的な取組の方向性を示す地域別計画を策定する。

(2)計画策定にあたつての基本的な考え万(璽4見丁べ吾硯黒)       _

■人山減少対策や2040年 Fロロ題などの課題解決に向け、市町との連携を重視する。

■新幹線開業や IR誘致など、各地域の未来が大きく変わる新たな動き|こつし|て も触れ、県民

か夢や希望を持てる将来像を積極的に盛り込みなから、官民で如何に目指すべき姿を共有
し

連携していくかの視点を加え、特色ある地域づくりを推進してぃく計画とする:

山総合戦略の「ひと。しごと・まち」との肇合性を図り、数値目標については、
「人・芹業・

地域」の分野を中心に、地域の主体性を打ち出せるものを設定していく。

■「地域φ特性」、「地域の課題」を踏まえ、各地域の「近未来像」を加味した
「地域のめざ

す姿」、「地域づくりの方向性」を示す。

※ 地域の特徴的な取組の方向性を示すという趣旨から、県内全域お共通して取り組む
べき分野は

原則記載せず、本体計画に基づき推進するb      : :

105

地域の特性

地域の課題

rガ,

透恭葉療

※表現は検討要

地域のめざす姿
i数値目標
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(4)計画 分

地域男」計画については、地域の広域行政の拠本となる振梨局の管轄地域をベースとしてヽ
地理的条件や歴史的・文化的つながりから一定のまとまりを持ち、今後の大きな方向性を共
有していると考えられる地域・を区域として設定:                 i
またt実際の社公経済活動や住民生活は多様化・広域化していることから、言1画の地域区
分に関わらず、他県を含めた地域間においても、必要に応じた連携も想定しながら地域別計
画を策定していぐ。               Ⅲ

■地域区分            !

※ 上表は、振興局地域づくり分野の管轄地域を基準としている
分野 |

対馬 ,Tr■ 壱嬢 !― 42長崎県

よつては、地域区分が二部異なる場合があるため、地域が
重複する市吋を括号瓜書きで記載|してし`る。

曝機
　
卜一オ

〔イ・
　
　
一^

／一）　て一一一一，
静
∴〉，、

住賀照

有朗潟

Ｉ
ヽ
氏
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-124守

地域名 il,こ寸と,]「 子1ヨζ亡  「

長崎・西彼地域 長崎市 与町、時津町、 (西海市)

県央地域
諌早市、大村市、(東彼杵町)、 (サ |1棚町)t(波佐
見町)

島原半島地域 市、南島 市

県北地域、
佐世保市、平芦市(松浦市、西海市(東彼杵町、
川棚町i波佐見町、小値賀吋、佐々

｀
町

五島地域 五島 五 町

壱岐地域 壱

対馬地域 対馬市



※以下、各地域の地域づくりの方向性等 (現時点案)を示しておりますが、地域のめざす姿

なども含あて、今後、関係市町等とも調整を行いながら策定を進めてまいります。

【長崎 B西彼地域 (長崎市、長与町、蒔津町、(西海市))】

〇数値目標 (案 )

観光消費額 (ま たは延べ宿泊客数)、 地域運営組織の設立数、移住者数 等

.107
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地域づくりの方向性 (案 )

・長崎駅を中心に、東西市街地の下体化を目的とした街路整備、長崎市が取り組む長崎堅

周辺土地区画整理事業による駅前広場などの基盤整備
・長崎の玄関口にふさわしい一体的で魅力ある合並み景観と機能的な都市空間の創出

・新幹線開業後のまちづくりも見据えて、優良な民間都市開発事業を促進

・九州横断自動車道、長崎南北幹線道路及び西彼杵道路、長崎外環状線をはじめとする幹

線道路の整備、離島航路の確保
i維持 ,改善など、交通ネットウ■クの充実

・大型クルーパ客船の寄港拡大に向けt長崎港の国際ゲ下トウエイとしての港湾機能のさ

らなる充実強化を図るとともに、国際物流の拡大による地域産業の活性化

・ジャパネッドHGが取り組む F長崎スタジアムシティプロジェクト』を活かした地域の
等活性化、賑わいの創出  ‐   |

②観光産業を核とした魅力向上による長崎ブランドカの向上

・2つの世界遺産のイ呆全―住民、観■客の視点による新駅ビルやMIё 耳施設などと連動

したまちづくりや観光客の受入態勢整備
・豊かな自然環境や農林水産物等の地域資源を活用した都市部との交流促進

・被爆体験の継承、核兵器廃絶と世界恒外平和に向けた情報発信、平和意識の向上

・「ながさき海洋・環境産業拠点特区Jを活用し、嵩付加価値船や省エネ船の建造促連に

加え、海洋エネルギT分野における海洋関連産業の拠点づくりを推進 :
・地場企業の支援、企業誘致の推進及び条件不利地域の超高速ブロードバンド環境整備

・漁協直販や観光との連携、ブランド庁生品の開発育成にふる魚価向■、輸出等販路拡大

・水産資源の再生産、育成の場として重要な藻場の維持回復や資源管チ里、種苗放流、養夢有L、

「無瑞象天磐ぞ擢理撫亘薯ち垂ち昂雀監転瞳
F共同が連携した新たな技術開発や収益‖生の向上
基盤整備によ

iる

果樹産地の振興、中山間地域の

特性に応じた少量多品目産地育成          f           等

ちづくり

・地域単位でのまちづくり計画の作成に向けた話 し合し`や、一体的な地域運営を行う|「地~          
等域運営組織」の設立

④未来を切り拓く若者定着による活性化  .支援態勢の充実,さ らなるUIターンの促達に向けた相談
・農林水産業を含む産業人材を確保するため、就業支援を行う関係団体との連携強化、移

住・定住を後押しする雇用拡大や創業等への支援
・都市部住民が特定の地域と継続的に多様な形で関わる「関係人口」の創出

・拡大 等



【県央地域 (諌早市、六村市、(東彼杵町)、 ('|1棚町)、 (波佐見町))】

O数値目標 (案 )
観光消費額 (ま たは延べ宿泊客数)、 第 1次産業新規就業者数、移住者数 等

108
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地域づくりの方向性 (案 )

・新幹線開業に向けたアクションプランに基づく気運醸成や地域資源の磨き上げによる新
たな商品開発など入を呼び込むまちづくりの推進
・諫早駅の市街攀再開発事業等による交通結節機能の強化や商業業務機能の集積による交
流人由の拡大や快適な都市空間づくり
'新大村駅 (仮称)の土地区画整理事業や道路網など都市基盤の整備促進による観光やビジ
ネス等多様な交流の促進       |

等
②県央の強みを活かした力強い産業づくり
。工業団地の早期分譲開始に向けた整備の促進
・航空機、ロボット、tOT関連産業など成長が期鶯される分野の企業誘致
・設備投資や企業間連携による事業拡大並びに製造業の競争力の強化、及び付加価値の向上
・創業 :起業や、事業承継の推進並びに人材育成等の取組の支援による地場企業の成長促進
・施設医芸等の多様な農業の展開への支援や、新規就農者の育成並びに省力化など地域の実
1青に応じた生産基盤の整備による、県内有数の食糧供給力のある農業の確立
。
本産業においては、プランドカの強化や、加工による高付加価値化、漁業者の所得向上及.び
担い手確保・育成

!                 等
③県央の未来を担う多様な人材が活躍する地域づくり
・高校生の地場企業への就職促進
・地域住民が主体となった集落や地域コミュニティの維持・活性化
・Uiタ ーンの推進による持続可能な地域社会の実現
,社会基盤を支え、地域の安全安心を守る、建設業に携わる人材の確保と育成

等
④県央の特性を活かした住みやすく、いきいきと暮らせるまちづくり
,充実したスポーッ施設を活用したスポーッッーリズムの推進
■市衛地再F弄弓発事業等の推進や、県立・大村市立一体型図書館「ミライon図書館どを通 し
たにぎわもヽの倉ll出     ′
・長崎空港の 24時間化の実現などによる国内外とのゲー トウェイ機能の向上、地域間の人
流や物流を支える交通ネットワークの確立
'国営諫早湾千拓事業で造成された広大な千陸地や調整池、堤防道路や本明川下流域等の地

域資源の利活用の促進
i諌早湾千拓調整池の水質保全目標 (COD、 金窒素、金燐)達成のための各種対策を推進
。大村湾の親水性や豊かな自然を活かした交流や環境学習等の場として活用及び水質 E標
の達成のための各種対策の推進                        等



【島原半島地域 (島原市、雲仙市、1南島原市)】

○数値目標 (案 )

第 1次産業新規就業者数、農山村地域への移住者数、

観光消費額 (ま たは延べ宿泊客数)等

109
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地域づくりの方向性 (案 )

① 若者が定着し、多様な人材が活躍する地域づくり

'半島内に若者が定着するよう、高校生及び半島出身学生等の地元就職を支援

・これからの農林水産業の担い手の確保 '育成を図るため、研修体制め充実や学校との

連携などの取組を強化をまた、半島内で雇用型経営体の所得向上を図り、儲かる姿を

見せることで、新規就農者の確保につなげる取組を推進

・農業における労働力不足の解消に向け、農業サービス事業体を活用しヽ 外国人就労者

の確保・定着を推進        i
・島原半島内、特に農山村地域今のU・ |タ ーン者の移住 ;定住を促進     等

② 島原半島の強みを活かした力強い産業づくり
・農業を更に力強い産業にしていくため、生産性向上とコスト低減の寡組を進め、産地

の維持拡大と生産者の所得向上を図る             |
・水産業では、漁業者の経営力強化、適七刀な資源管理や種苗放流、漁場環境保全の■め

の取組を推連し、漁業者の所得向■を図る
・裾野の広い観光産業が、半島の療業全体の稼ぐ力を底上げできるよう、半島一体とな

った体制づくりを推進。また、地域に所得を確保できる場として、農林漁業体験民泊

等の地域ビジネスを強化
・新たな産業や良質な雇用の場となる企業用地の造成や、力強い産業づくりの基盤とな! 
る道路網の整備などt社会資本の整備を推進 二              等

③
・雲仙天草国立公園、温泉、湧水等の豊かな自然と、世界文化遺産の構成資産である原

城跡、島原城や武家屋敷等の多彩な歴史 f文化など、特色ある地域資源の磨き■げ

・九州新幹線西九州ル=卜 のF汗日業効果を島原半島
へ最大限波及させるため(の取組を推準

・島原鉄道廃線跡地を活用した申転車歩行者専用道路の整備のほか、ハード
・ソフト両

面からサイクルツ
=リ
ズムによる地域活性化の取組を推進   

‐ ~

・雲仙岳災害記念館 (がまだす「ド■ム)を拠点として、島原半島ユネスコ世界ジオパー

クの魅力を発信し、ジオサイトの保全や活用等の取組を推進         等

④ 住民が安心して、支えあいながら生き生きと暮らせる地域づくり

・集落維持 r活性化のために、地域住民が主体となうて行う、地域課題解決に向けた取

組を支援      !
・高齢者や子育て世帯、1障害者等が安全・安心に暮らせるまちづくりを推進

・雲仙・普賢岳噴火災害の教訓を伝承する「とともに、平成新山の溶岩ドームや火山堆積

物に係る防災・減災対策を実施    |
・災害に強く、命を守る強革刃な地域づくりのため、頻発・激甚化する自然災害に対する

防災・減災べの取組を推進                        等



【県】ヒ地域 (佐世保市(平戸市、松浦市、西海市、東彼杵町、川棚露丁、波佐見町、
小値賀町、佐々 町)】

○数値霞標 (案 )

観光消費額 (ま たは延べ宿泊客数 )、 第 1次産業新規就業者数、移住者数 等
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地域づくりの方向性 (案 )

O県北地域特有の機会や特性を活かした賑わいあふれるまちづくり
=特定複合観光施設 (IR)の実現に向けた県民の理解促進及び経済界等の機運醸成
に係る取組の推進
J交流人口の拡大や地域産業の振興及び西九州させぼ広域都市圏をはじめとした地域
間の連携や交流を促すための高速交通ネットヮークの構築及び一体となって機能す
るアクセス道路の整備や」R佐世保線の輸送改善などによる交通アクセス向上
・クルーズ船の入港促進による外国人観光客の誘客
と世界遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」、二つの日本遺産「月日前窯
業圏」「佐世保鎮守府どや本県観光の核であるハウステンボスを有する強みを活か
し、九Jヰ帯新幹線西九州ルー トの開業を見据えた県北地域における周遊促進と県境を
越えた広域周遊ルー トの構築
・歴史 ,文化など、地域の特色ある資源の価値を高め、有効活用することによる住ん
でよし訪れてよしの魅力あら、れる地域づくりの推進            等
②県北地域の優れた資源の活用による産業の強イとと新産業の創山
,造船業とその関連企業や自動車関連企業、1青報通信機器製造企業など、県北地域に
立地するものづくり企業の事業拡大支援
・三川内焼・波佐見焼のブランド認宍目度向上等による販路拡大と中核人材確保・育成
及び伝統産業の継承等の支援
・持続可能な社会の実現に向け、海洋再生可能エネルギーの導入等による新たな産業
の創出

l産業を担う人材の育成や地元企業情報の発信など、若者が地域で活解できる取組の
促進
・農林水産業の多様な担い手の確保と育成
・農業で儲かる姿を見せ、集落の魅力を発信することにより若者に選ばれる産業、集
落を目指す
。木材生産量拡六、本質バイオマス等への未利用材の活用促進による木材の需要拡大
・養,直魚の産地加工の推進、流通機能の強化と水産物の国内外での販路拡大、水産加
工業の育成、地域の特色ある水産物のプランドカの向上などによる所得向上
・「長崎和牛ど、「西海みかんど、「長崎玉緑茶」、「長崎とらふぐ」、「長崎も`さき」、「九
十九島かき」等のプランドカ向上、高付加価値化等による競争力強化    奪
③互いに支えあい(誰もが安 して活き活きと暮らせる づくり
・石木ダム建設や河サit改修による治水対策と安定的な水資源の確保
'松浦鉄道・路線バスなどの公共交通機関の確保・維持・改善
`地域住民やU・ 1タ ーンの若者、NPO等、様々な地域活動の担い手による地域活性
化、地域課題解決の取組による持続可能な地域づくりの推進
・自然災書防止対策や原子力防災対策などの推進
・救急医療や在宅医療等の確保と医療・介護・予防・住まいこ生活支援を一体的に提
供する地域包括ケアシステムの構築                   等



【五島地域 (五島市、新上五島町)】

○数値目標 (案 )

観光消費額 (または延べ宿泊客数)て 第1次産業新規就業者数、人回の社会増減数 等
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地域づくりの方向性 (案 )

①世界文化遺産等の地域資源を活かした交流でにぎわうしまづくり !
・世界遺産や日本遺産t美 しい自然、伝統文化、食など特別な体験を提供する
“体験型観光"を展開しヽ 九州新幹線西九州ルァトの開業も見据え、国内外からの誘客

拡大ならびに五島列島の広域周遊観光を促進
等

②地域が支えあい電愛着と誇りを持って住み続けられるしまづくり
i美 しい自然や世界文化遺産を活用した観光など

港湾・漁港施設の整備を進めるとともに、バス
五島列島の産業を下支えするためt

路線や航路、航空路の確保 :維持・

改善と運賃の低廉化に取り組む
・農山村地域の活性化 (農泊推進による奈流人山の拡大、農産物直売所を中心とした地

産地消の推進等)による活力と魅力にあら、れる農山村づくりを推進
等

③五島列島の優れた地域資源を活かした産業振興と庭用の創出
,産品のブランド化や島外への販路拡大に取り組むしまの生産者を支援し、雇用倉J出
・有人国境離島法による雇用機会拡充事業等を活用して、島内経済の拡大と新たな

雇用の創出を図る民間事業者を支援し、競争力のある産業を育成      ´
,農林水業の活性化、生産者の所得向上のための販路拡大・付加価値向上
・持続可能な社会の実現に向け (SDCs)、 漁業との共生を目指した浮体式洋上風力発電の

事業化や潮流発電の実用化の促進、再生可能エネルギー関連産業の育成、モSoCiety5.0

の実現に向けた技術の活用等を推進学Ⅲ雇用を創出
|‐  :         1      等

④五島列島の今を支える人、未来を担う人を育むしまづくり
・高校生の島内就職促進等の若者定着の取組や、都市部等からのUIターン促進等の取

組を推進 し、地場産業や地域コミュニティの担い手となる人材を確保

・五島列島の農林水産業を担う人材の確保・育成
等

-129-



地域づくりの方向性 (案 )

①地域コミュ ティが申られ  ヽ沓′l｀、と, 暮らし続けることができるしまづくり
・持続可能で安心 して暮らせる地域コミュニティの維持・活性化
・地球温暖化防止活動への取組など、自然環境の保全
・道路や港湾施設など社会基盤整備とともに、適切な維持管理や長寿命化

等

の希望の什車 があ り 心 して働 きつづける とがで★る 口 で豊かな しまづ くり
`重要な産業である一次産業の担い手確保、販路拡大、生産力強化、生産者の所得向上
。物産品の販路拡大や商工業の人材確保・労l動生産性の向上
・企業誘致の強化や有人国境離島法の関連施策を活用 した小規模事業者の創業や既存

事業者の事業拡大
・持続可能な社会を目指 して、再生可能エネルギーの導入・活用の推進

等

③壱岐への新 しい人の流れを創出し、地域を支える人材を育てる
。UIタ ーンを更に拡大するため、情報発信の強化とともに、移住相談会や各種イベン
トを開催するほか、ワンス トップ相談・支援窓国の整備
,ネ申社などの壱岐の資源を活かした滞在プログラム・旅行商品の充実
・宿泊施設の満足度向上をはじめとする受入環境の充実
・観光マーケティングや情報発信の強化
・住まtヽの確保や移住後の経済的支援 ,仕事の斡旋など、受入体市1の強化
・ワーケーションや逆参勤交代などの新たな発想での企業 F日弓交流の促進
t壱岐なみらい倉1リ プロジェク トによる対話会などを通 じ、壱岐σ)魅力を再発見 し、子

供たちの郷土愛を育む取組など、地域の未来を担う人材の育成

等

【壱岐地域 (壱岐市)】

○数値目標 (案 )

まちづくり協議会設置数、第 1次産業新規就業者数、観光消費額 (ま たは延べ宿泊客数 )、
人国の社会増減数 等
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【対馬地域 (対馬市)】

○数値目標 (案 )

第 1次産業新規就業者数、そばの作付面積、観光消費額 (ま たは延べ宿泊客数)(

入国の社会増減数 等
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地域づくりの方向性 (案 )

①産業振興と担い手育成の好循環による活力あふれる持続可能なしまづくり

・対馬地域の基幹産業である一次産業 (水産業、林業、農業)を持続可能な産業とする

ため、集落維持や鳥獣害対策を推進

・水産業ではミ収益性の高い漁業経営体の育成、藻場回復を目的とした計画的な漁場整

備、特産品の品質向上に向けた支援を実施
・農業では、若者から「選ばれると魅力ある農業・暮らしやすい農曲村を実現

・林業では、素材生産量の増大、林業生産基盤の強化や生産性の向上、林業経営の効率

化
'有人園境離島法の施策を活用 した民間事業者の新たな雇用創出を支援
・ふるさと対馬での生活・仕事に関する情報発信や移住者の掘り起とし

・島内の中学校・高校と連携した取り組みを実施し、UIターンや若者等の島肉定着を
促進
・幅広く第二次、二次産業と連携することで一次産業の担ぃ手の確保に取組み、地域産

業の活性化を推進
等

の日本文化の ともいえる対馬の財産 ( 化 ,自然)を活か した魅力 ると交づくり

対馬独自の自然・文化や古代からの大陸との交流の歴史など埋もれてしまつている特

色ある地域資源を磨き上げることでしまの魅力を高め、九州新幹線西九州ルー トのFチ見

業も見据え、交流人国の増加を促進
。「食」の魅力を高めるために、第一次産業と島内観光関連事業者間の連携を強め、

誘客効果を高めるとともに島内産物の消費拡大を推進

'幹線道路、生活道路の整備や公共交通の充実による島内のネットワークの強化に

加え、他地域との交流促進の基盤となる港湾・空港の夕∵ミナル機能を強化

等

③対馬の豊かな自然環境との調和を図りつつ、島民の安全 =安心な暮らしを支えるしま

づくり
'自然環境との調和等に配慮するとともに、島民の生命財産を守り、安全 `安心を確保

する各種防災事業の整備を実施
・対馬地域の豊かな生物多様性を保全 していくため、特異な動植物の生息・生育場所

を地域住民自らが保護するとともに、全国に類を見ない自然の素晴らしさや魅力を島

内外に PRし、野生生物と共存できる地域づくりを推進
ィ                  等



I I七

人口減少や少子高齢化など厳しい将来見通しに向き合いながら県民が夢や希望を持て
る長崎県の未来をつくるためには、予算や人員を適切に配ノ刀`、投入し、絶えず効果的、効
率的な行政運営に努めていく必要があります。
また、市町、民間、大学等と連携を図るとともに、県民の皆さんのニーズを把握し、意
識を共有しながら計画の実現に向けて取り組んでいきたいと考えています。

計画の実現に向けた基本姿勢を以下に示します。

0連携・協樹の推進

本県の未来を大きく変える新たなまちづくりや産業づくりが進んでいくなど、事業効
果を高めていく視点が一層重要となつてくることから、庁内、庁外の連携・協働を推
進します。

0行財政改革の推進

限られた財源や人材を有効に活用し具体的成果を県民に還元するため、新たな課題へ

の対応を含めた行財政改革の取組をよリー層進めていきます。

OPDOAサイクルの推進

Pian(計 画)一 Do(実行)― Check(評 価)一 Action(改 善)の一
連のマネジメントロサイクルを確実に実施し、総合計画全体の推進を図つていきます。

OSDGsの理念を反映した各種拍策の推進

SDGsの 理念は本県の施策を進めていく上でも重要な観点であり、SDGsの 理念
を踏まえながら計画を推進します。
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0まちBひと。しごと創生総合戦略との一体的な推進

人口減少対策の方向性を示す「第 2期まち aひと日しごと創生総合戦略」 (計画期間
令和 2年度γ令和 7年度までの 6年間)と 一体的な推進を図ります。


